
(57)【要約】

脚の長さおよび大腿骨に対する大腿骨インプラントの方

向に応じて、大腿骨インプラント挿入することについて

オペレーターを導くＣＡＳシステムおよび方法であって

、前記大腿骨対する基準器具、登録器具、骨変更器具、

およびセンサ装置を備えている。コントローラーは、i)

　前記センサ装置により提供された前記登録器具の位置

および方向に応じて、前記登録器具により提供された演

算した表面情報によって、前記大腿骨の基準フレームを

登録し、および／又は前記大腿骨のモデルをデータベー

スに取り込み、ii)　足の長さに応じて、前記基準フレ

ームに対する所望のインプラント位置を演算し、および

iii)　前記センサ装置により与えられる前記骨変更器具

の位置および方向、ならびに、前記データベースにより

提供される大腿骨インプラントのデジタルモデルの位置

および方向に応じて、前記骨変更器具を用いて前記大腿

骨において実行される変更に対する所望インプラントの

位置との関係で現在のインプラント位置および方向を演

算している。前記データベースは、前記コントローラー

の動作に関する情報を記憶し、取り込むため、前記コン
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 脚 の 長 さ (limb length)お よ び 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 方 向 に 応 じ 、 人 工 股 関 節 イ ン プ ラ
ン ト の 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 大 腿 骨 へ 挿 入 す る こ と に つ い て 、 オ ペ レ ー タ ー を 導 く た め 、
コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 に お け る 位 置 追 跡 シ ス テ ム を 用 い て 外 科 治 療 を 実 行 す る 方 法 で あ っ
て 、
　 空 間 で 位 置 及 び 方 向 を 追 跡 可 能 な 、 大 腿 骨 の 基 準 フ レ ー ム を 取 得 す る ス テ ッ プ 、
　 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の デ ジ タ ル モ デ ル を 提 供 す る ス テ ッ プ 、
　 前 記 脚 の 長 さ に 応 じ て 、 前 記 大 腿 骨 の 基 準 フ レ ー ム に 対 す る 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の
所 望 の イ ン プ ラ ン ト 位 置 を 演 算 す る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 前 記 所 望 の イ ン プ ラ ン ト 位 置 に 対 す る 現 在 の イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 に 関 す る 情
報 を 提 供 す る こ と に よ り 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 大 腿 骨 へ の 次 回 の 挿 入 の た め 、 前 記
大 腿 骨 を 変 更 す る こ と に つ い て オ ペ レ ー タ ー を 導 く ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 現 在 の イ ン プ
ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 は 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の デ ジ タ ル モ デ ル 、 お よ び 、 前 記 大
腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 受 け 入 れ る た め に 前 記 大 腿 骨 を 変 更 さ せ る 少 な く と も 一 の 手 術 器 具 の
位 置 及 び 方 向 に 関 す る リ ア ル タ イ ム の 追 跡 結 果 、 に 応 じ て 演 算 さ れ る も の 、 を 備 え た こ と
、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 現 在 の イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 に 関 す る 情
報 は 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 内 反 ／ 外 反 角 度 (varus/valgus angle)、 前 記 大 腿 骨 イ ン
プ ラ ン ト の 前 傾 (anteversion)、 お よ び 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の オ フ セ ッ ト の 少 な く と
も 一 つ を 含 む こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 大 腿 骨 を 変 更 つ い て オ ペ レ ー タ ー を 導 く ス テ ッ プ
は 、 寛 骨 臼 (acetabular)の 回 転 中 心 の 変 更 に よ り 生 じ る 前 記 所 望 の イ ン プ ラ ン ト 位 置 の 変
更 に 続 い て 、 繰 り 返 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に か か る 方 法 に お い て 、 さ ら に 、 前 記 挿 入 中 の 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 位 置
及 び 方 向 を 追 跡 す る こ と に よ り 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 脊 髄 管 (intramedullary cana
l))へ 挿 入 す る こ と に つ い て 前 記 オ ペ レ ー タ ー を 導 く ス テ ッ プ 、 を 備 え た こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 大 腿 骨 の 前 記 基 準 フ レ ー ム は 、 手 術 中 に 得 ら れ る
こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 大 腿 骨 の 前 記 基 準 フ レ ー ム は 、 大 腿 骨 頭 の 中 心 を
含 み 、 大 腿 骨 頭 の 中 心 を 得 る ス テ ッ プ は 、
　 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 基 準 シ ス テ ム を 、 前 記 大 腿 骨 上 に 位 置 さ せ る
ス テ ッ プ 、
　 前 記 骨 盤 か ら 前 記 大 腿 骨 の 位 置 を ず ら す ス テ ッ プ 、
　 前 記 基 準 シ ス テ ム に 応 じ て 、 前 記 大 腿 骨 頭 の 表 面 の デ ジ タ ル モ デ ル を 作 り 出 す ス テ ッ プ
、 お よ び
　 前 記 大 腿 骨 頭 の 表 面 の 前 記 デ ジ タ ル モ デ ル に 応 じ て 前 記 大 腿 骨 頭 の 中 心 を 演 算 す る ス テ
ッ プ 、 を 実 行 す る こ と に よ り 行 わ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ７ 】
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　 請 求 項 ６ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 基 準 フ レ ー ム は 、 さ ら に 、 大 腿 骨 の 矢 状 面 (sagit
tal)、 前 額 面 (frontal plane)お よ び 側 面 (transverse plane)を 含 み 、 前 記 面 を 得 る ス テ
ッ プ は 、
　 前 記 大 腿 骨 の 解 剖 学 上 の 軸 、 上 顆 の 中 間 点 お よ び 前 記 大 腿 骨 に 対 応 す る 脛 骨 の 中 間 点 、
前 記 矢 状 面 に お け る 踝 (malleolilying)の 解 剖 学 上 の 軸 お よ び 中 間 点 、 を デ ジ タ ル 化 す る
こ と に よ り 、 前 記 基 準 シ ス テ ム に 対 す る 矢 状 面 を 登 録 す る ス テ ッ プ 、
　 前 記 基 準 シ ス テ ム に 対 す る 前 額 面 で あ っ て 、 当 該 前 額 面 は 、 前 記 矢 状 面 と 垂 直 で あ り 、
前 記 解 剖 学 上 の 軸 を 伴 う も の 、 を 登 録 す る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 前 記 基 準 シ ス テ ム に 対 す る 側 面 で あ っ て 、 当 該 側 面 は 、 前 記 矢 状 面 お よ び 前 記 前 額 面 と
垂 直 で あ る も の 、 を 登 録 す る ス テ ッ プ 、 を 実 行 す る こ と に よ り 行 わ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ５ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 大 腿 骨 の 前 記 基 準 フ レ ー ム は 、 前 記 大 腿 骨 頭 の 中
心 を 含 み 、 前 記 大 腿 骨 頭 の 中 心 を 得 る ス テ ッ プ は 、
　 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 基 準 シ ス テ ム を 、 前 記 大 腿 骨 上 お よ び 対 応 す
る 骨 盤 上 に 位 置 さ せ る ス テ ッ プ 、
　 前 記 基 準 シ ス テ ム 間 の 相 対 位 置 お よ び 方 向 を 登 録 す る ス テ ッ プ 、
　 前 記 骨 盤 の 臼 蓋 窩 (acetabulum)を 露 出 さ せ る た め に 、 前 記 大 腿 骨 を 前 記 骨 盤 か ら 分 離 さ
せ る ス テ ッ プ 、
　 前 記 基 準 シ ス テ ム に 応 じ て 、 前 記 臼 蓋 窩 の 前 記 表 面 の デ ジ タ ル モ デ ル を 作 り 出 す ス テ ッ
プ 、
　 前 記 臼 蓋 窩 の 前 記 表 面 の 前 記 デ ジ タ ル モ デ ル に 応 じ て 、 前 記 臼 蓋 窩 の 回 転 中 心 を 演 算 す
る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 前 記 基 準 シ ス テ ム 間 の 前 記 相 対 位 置 お よ び 方 向 に 応 じ て 、 前 記 大 腿 骨 頭 の 回 転 中 心 を 演
算 す る ス テ ッ プ 、 を 実 行 す る こ と に よ り 行 わ れ 、
　 前 記 臼 蓋 窩 の 前 記 回 転 中 心 は 、 前 記 大 腿 骨 頭 の 前 記 回 転 中 心 と 同 じ で あ る と 仮 定 さ れ る
こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 基 準 フ レ ー ム は 、 さ ら に 、 大 腿 骨 の 矢 状 面 、 前 額
面 お よ び 側 面 を 含 み 、 前 記 面 を 得 る ス テ ッ プ は 、
　 前 記 大 腿 骨 の 解 剖 学 上 の 軸 、 上 顆 の 中 間 点 お よ び 前 記 大 腿 骨 に 対 応 す る 脛 骨 の 中 間 点 、
前 記 矢 状 面 に お け る 踝 の 解 剖 学 上 の 軸 お よ び 中 間 点 、 を デ ジ タ ル 化 す る こ と に よ り 、 前 記
基 準 シ ス テ ム に 対 す る 矢 状 面 を 登 録 す る ス テ ッ プ 、
　 前 記 基 準 シ ス テ ム に 対 す る 前 額 面 で あ っ て 、 当 該 前 額 面 は 、 前 記 矢 状 面 と 垂 直 で あ り 、
前 記 解 剖 学 上 の 軸 を 伴 う も の 、 を 登 録 す る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 前 記 基 準 シ ス テ ム に 対 す る 側 面 で あ っ て 、 当 該 側 面 は 、 前 記 矢 状 面 お よ び 前 記 前 額 面 と
垂 直 で あ る も の 、 を 登 録 す る ス テ ッ プ 、 を 実 行 す る こ と に よ り 行 わ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 内 反 ／ 外 反 角 度 は 、 前 記 基
準 フ レ ー ム に 対 す る 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 軸 と 関 連 す る 前 記 脊 髄 管 の 軸 に 応 じ て 演
算 さ れ 、 前 記 脊 髄 管 の 前 記 軸 を 得 る ス テ ッ プ は 、
　 前 記 大 腿 骨 の 切 開 (opening)を 実 行 す る ス テ ッ プ 、
　 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 器 具 で あ っ て 、 当 該 器 具 は 、 前 記 脊 髄 管 の 表
面 に 対 し て 所 定 の 方 向 (predetermined way)で 位 置 さ せ る こ と が で き る 自 身 の 先 端 を 有 す
る も の 、 を 提 供 す る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 前 記 器 具 の 前 記 先 端 を 一 定 の 深 さ で 前 記 脊 髄 管 に 挿 入 し 、 前 記 所 定 の 方 で 位 置 す る 前 記
先 端 を 有 す る 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 に 応 じ て 、 前 記 一 定 の 深 さ の そ れ ぞ れ に つ い て 前 記 脊
髄 管 の 基 準 点 を 演 算 す る こ と に よ っ て 、 前 記 脊 髄 管 に お け る 基 準 点 を 演 算 し 、 関 連 づ け る
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こ と で 前 記 基 準 フ レ ー ム に 対 す る 前 記 脊 髄 管 の 前 記 軸 を 得 る ス テ ッ プ 、 を 実 行 す る こ と に
よ り 行 わ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ １ 】
 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ０ の い ず れ か に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 方 法 は 、 解 剖 学 上 の 骨
モ デ ル 上 、 あ る い は 、 死 体 (cadaver)上 で 実 行 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ２ 】
 骨 盤 に 対 す る 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 に 応 じ 、 人 工 股 関 節 イ ン プ ラ ン ト の 骨
盤 イ ン プ ラ ン ト を 骨 盤 の 臼 蓋 窩 へ 挿 入 す る こ と に つ い て 、 オ ペ レ ー タ ー を 導 く た め 、 コ ン
ピ ュ ー タ 支 援 手 術 に お い て 外 科 治 療 を 実 行 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 骨 盤 の 点 を 登 録 す る こ と に よ り 、 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 、 骨 盤
の 基 準 フ レ ー ム を 作 り 出 す ス テ ッ プ 、
　 前 記 基 準 フ レ ー ム に 応 じ て 、 臼 蓋 窩 の 表 面 上 の 点 を 登 録 す る こ と に よ り 、 前 記 骨 盤 の 露
出 し た 臼 蓋 窩 の 表 面 の デ ジ タ ル モ デ ル を 作 り 出 す ス テ ッ プ 、
　 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の デ ジ タ ル モ デ ル を 提 供 す る ス テ ッ プ 、
　 前 記 臼 蓋 窩 の 表 面 の 前 記 デ ジ タ ル モ デ ル に 応 じ て 、 当 初 の 回 転 中 心 を 演 算 す る ス テ ッ プ
、 お よ び
　 前 記 臼 蓋 窩 の 前 記 当 初 の 回 転 中 心 お よ び 前 記 基 準 フ レ ー ム に 対 す る 現 在 の イ ン プ ラ ン ト
の 位 置 お よ び 方 向 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る こ と に よ り 、 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 骨 盤 へ の
次 回 の 挿 入 の た め 、 前 記 臼 蓋 窩 を 変 更 す る こ と に つ い て オ ペ レ ー タ ー を 導 く ス テ ッ プ で あ
っ て 、 前 記 現 在 の イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 は 、 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の デ ジ タ ル モ
デ ル 、 お よ び 、 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト を 受 け 入 れ る た め に 前 記 臼 蓋 窩 を 変 更 さ せ る 少 な く
と も 一 の 手 術 器 具 の 位 置 及 び 方 向 に 関 す る リ ア ル タ イ ム の 追 跡 結 果 に 応 じ て 演 算 さ れ る も
の 、 を 備 え た こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ２ に か か る 方 法 に お い て 、 現 在 の イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 に 関 す る 情 報
は 、 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 前 傾 、 お よ び 、 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 傾 斜 の 少 な く と も 一
つ を 含 む こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ２ に か か る 方 法 に お い て 、 さ ら に 、 手 術 中 の 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ
び 方 向 を 追 跡 す る こ と に よ り 、 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト を 前 記 臼 蓋 窩 へ 挿 入 す る こ と に つ い
て 前 記 オ ペ レ ー タ ー を 導 く ス テ ッ プ 、 を 備 え る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ２ に か か る 方 法 に お い て 、 術 前 に 、 患 者 の 姿 勢 を 追 跡 す る ス テ ッ プ を 実 行 し 、
当 該 患 者 の 姿 勢 を 追 跡 す る ス テ ッ プ は 、 前 記 骨 盤 の 基 準 フ レ ー ム を 作 り 出 す ス テ ッ プ に お
い て 、 前 記 基 準 フ レ ー ム を 正 し い 方 向 に 置 く た め 、 前 記 オ ペ レ ー タ ー に よ り 選 択 的 に 用 い
ら れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ２ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 骨 盤 の 基 準 フ レ ー ム を 作 り 出 す ス テ ッ プ に お い
て 登 録 さ れ た 前 記 点 は 、 前 腸 骨 (anterior iliac crest)上 の 点 と 、 恥 骨 結 節 (pubis tuber
cle)上 の 点 を 含 み 、 当 該 点 は 、 前 記 基 準 フ レ ー ム の 前 額 面 内 に 存 し 、 側 面 は 、 前 記 前 額 面
に 対 し て 垂 直 で あ る と と も に 、 前 記 前 腸 骨 上 に 前 記 点 を 有 し 、 矢 状 面 は 、 前 記 前 額 面 お よ
び 前 記 側 面 に 対 し て 垂 直 で あ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。 　
【 請 求 項 １ ７ 】
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　 請 求 項 １ ２ に か か る 方 法 に お い て 、 さ ら に 、 前 記 基 準 フ レ ー ム に 対 す る 前 記 臼 蓋 窩 の 前
傾 お よ び 傾 斜 の 少 な く と も 一 つ を 演 算 す る ス テ ッ プ を 備 え た こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ２ か ら 請 求 項 １ ７ の い ず れ か に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 方 法 は 、 解 剖 学 上 の
骨 モ デ ル 上 、 あ る い は 、 死 体 (cadaver)上 で 実 行 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 に お い て 、 骨 の 脊 髄 管 軸 (intrameduallary canal axis)を デ ジ タ
ル 化 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 骨 の 脊 髄 管 を 露 出 さ せ る た め 、 骨 の 切 断 を 実 行 す る ス テ ッ プ 、
　 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 器 具 で あ っ て 、 当 該 器 具 は 、 前 記 脊 髄 管 の 表
面 に 対 し て 所 定 の 方 向 で 位 置 さ せ る こ と が で き る 自 身 の 先 端 を 有 す る も の 、 な ら び に 、 前
記 骨 上 に 基 準 フ レ ー ム を 提 供 す る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 前 記 器 具 の 前 記 先 端 を 一 定 の 深 さ で 前 記 脊 髄 管 に 挿 入 し 、 前 記 所 定 の 方 で 位 置 す る 前 記
先 端 を 有 す る 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 に 応 じ て 、 前 記 一 定 の 深 さ の そ れ ぞ れ に つ い て 前 記 脊
髄 管 の 基 準 点 を 演 算 す る こ と に よ っ て 、 前 記 脊 髄 管 に お け る 基 準 点 を 演 算 し 、 関 連 づ け る
こ と で 前 記 基 準 フ レ ー ム に 対 す る 前 記 脊 髄 管 の 前 記 軸 を 得 る ス テ ッ プ 、 を 備 え た こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ９ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 方 法 は 、 解 剖 学 上 の 骨 モ デ ル 上 、 あ る い は 、 死
体 (cadaver)上 で 実 行 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 属 す る 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 に 、 コ ン ピ ュ ー タ 支 援 の 人 工 股 関 節 置 換 手 術 に 関 し 、 よ り 具 体 的 に は 、
最 小 の 術 前 処 置 を 伴 う 人 工 股 関 節 置 換 手 術 に 関 す る も の で あ る 。
【 関 連 出 願 の 記 載 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 出 願 は 、 そ の 主 題 が 参 照 の た め に 取 り 込 ま れ る 、 本 出 願 人 に よ る 、 ２ ０ ０ ２ 年 １ ０ 月
４ 日 出 願 の 米 国 特 許 出 願 番 号 ６ ０ ／ ４ ２ ５ 、 ８ ０ ９ の 優 先 権 を 主 張 す る 。 ま た 、 本 出 願 は
、 そ の 主 題 が 参 照 の た め に 取 り 込 ま れ る 、 本 出 願 人 に よ る 、 ２ ０ ０ ３ 年 ４ 月 ２ ８ 日 出 願 の
米 国 特 許 出 願 番 号 ６ ０ ／ ４ ６ ５ 、 ８ ０ ５ の 優 先 権 を 主 張 す る 。
【 発 明 の 背 景 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 股 関 節 置 換 手 術 は 、 人 口 股 関 節 を 患 者 に 導 入 す る こ と を 含 ん で い る 。 か か る 人 口 股 関 節
は 、 通 常 、 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト お よ び 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト か ら 構 成 さ れ る 。 骨 盤 イ ン プ ラ ン
ト は 、 臼 蓋 窩 に 受 け 入 れ ら れ る カ ッ プ で あ る 。 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト は 、 縦 長 の イ ン プ ラ ン
ト 部 の 端 部 に お い て 受 け 入 れ ら れ る 球 状 部 か ら 構 成 さ れ て い る 。 大 腿 骨 頭 の 従 前 の 位 置 に
対 し て ほ ぼ 中 央 に 位 置 す る 球 状 部 を 有 す る 。 か か る 縦 長 の イ ン プ ラ ン ト 部 は 、 切 除 さ れ た
大 腿 骨 の 脊 髄 管 内 に 導 入 さ れ る 。 し た が っ て 、 前 記 大 腿 骨 頭 （ す な わ ち 、 大 腿 骨 イ ン プ ラ
ン ト の 球 状 部 ） お よ び 、 前 記 カ ッ プ （ す な わ ち 、 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト ） は 、 人 口 股 関 節 を 構
成 す る よ う 協 働 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 股 関 節 置 換 手 術 に お い て は 、 異 な る 出 力 値 が 問 題 で あ る 。 自 然 お よ び /ま た は 改 良 さ れ
た 歩 行 (natural and/or improved gait)な ら び に 患 者 の 行 動 範 囲 を 元 に 戻 す た め 、 手 術 中
は 、 イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 、 大 腿 骨 の ず れ 、 な ら び に 、 脚 の 長 さ を 考 慮 し な け れ
ば な ら な い 。 股 関 節 置 換 手 術 中 の 執 刀 医 の 仕 事 は 、 こ れ ら の 結 果 (output values)に 直 接
影 響 を 及 ぼ す 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 既 知 の コ ン ピ ュ ー タ が 支 援 す る 股 関 節 置 換 手 術 に 関 す る 技 術 は 、 現 在 、 患 者 の 骨 格 構 造
に 関 す る デ ー タ の 読 み 込 み を 可 能 に す る 術 前 の コ ン ピ ュ ー タ 断 層 撮 影 （ Ｃ Ｔ ） ス テ ッ プ を
含 ん で い る 。 こ の デ ー タ は 、 例 え ば 、 イ ン プ ラ ン ト の サ イ ズ を 決 定 し 、 上 述 の 出 力 値 を 理
想 な も の に す る た め 、 手 術 中 に 執 刀 医 を 導 く た め 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 Ｃ Ｔ の ユ ー ザ ー に は さ ま ざ ま な 不 都 合 が あ る 。 ま ず 、 術 前 の ス テ ッ プ を 最 小 に
す る こ と が 所 望 さ れ る 。 こ の こ と は 論 理 的 に 好 ま れ る で あ ろ う が 、 股 関 節 置 換 手 術 は 、 術
前 の ス テ ッ プ が 不 要 で あ る こ と が 理 想 的 で あ る 。 関 節 置 換 手 術 に お い て ス テ ッ プ を 簡 易 化
す る こ と に は 、 コ ス ト 削 減 の 問 題 が 含 ま れ る 。 ま た 、 Ｃ Ｔ は 、 健 康 に 悪 影 響 を 及 ぼ す Ｘ 線
を 用 い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 、 術 前 の ス テ ッ プ を 最 小 に し た コ ン ピ ュ ー タ 支 援 の 股 関 節 置 換 手 術 に つ い て
の 技 術 は 、 執 刀 医 な ら び に 保 健 所 (health institutions)の 管 理 者 に 強 く ア ピ ー ル す る こ
と が で き る と 信 じ ら れ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 コ ン ピ ュ ー タ が 支 援 す る 股 関 節 置 換 手 術 に お い て 、 イ ン プ ラ ン ト を 挿
入 す る こ と に つ い て オ ペ レ ー タ ー を 導 く た め の 、 新 し い 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 最 小 の 術 前 ス テ ッ プ で 股 関 節 置 換 手 術 を 実 行 す る 方 法 を 提
供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 イ ン プ ラ ン ト を 挿 入 す る こ と に つ い て オ ペ レ ー タ ー を 導
く 、 コ ン ピ ュ ー タ 支 援 の 手 術 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 骨 管 の 中 心 を デ ジ タ ル 化 す る 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 に よ る と 、 脚 の 長 さ (limb length)お よ び 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 方
向 に 応 じ 、 人 工 股 関 節 イ ン プ ラ ン ト の 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 大 腿 骨 へ 挿 入 す る こ と に つ い
て 、 オ ペ レ ー タ ー を 導 く た め 、 コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 に お け る 位 置 追 跡 シ ス テ ム を 用 い て
外 科 治 療 を 実 行 す る 方 法 で あ っ て 、
　 空 間 で 位 置 及 び 方 向 を 追 跡 可 能 な 、 大 腿 骨 の 基 準 フ レ ー ム を 取 得 す る ス テ ッ プ 、
　 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の デ ジ タ ル モ デ ル を 提 供 す る ス テ ッ プ 、
　 前 記 脚 の 長 さ に 応 じ て 、 前 記 大 腿 骨 の 基 準 フ レ ー ム に 対 す る 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の
所 望 の イ ン プ ラ ン ト 位 置 を 演 算 す る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 前 記 所 望 の イ ン プ ラ ン ト 位 置 に 対 す る 現 在 の イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 に 関 す る 情
報 を 提 供 す る こ と に よ り 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 大 腿 骨 へ の 次 回 の 挿 入 の た め 、 前 記
大 腿 骨 を 変 更 す る こ と に つ い て オ ペ レ ー タ ー を 導 く ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 現 在 の イ ン プ
ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 は 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の デ ジ タ ル モ デ ル 、 お よ び 、 前 記 大
腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 受 け 入 れ る た め に 前 記 大 腿 骨 を 変 更 さ せ る 少 な く と も 一 の 手 術 器 具 の
位 置 及 び 方 向 に 関 す る リ ア ル タ イ ム の 追 跡 結 果 に 応 じ て 演 算 さ れ る も の 、 を 備 え た こ と を
特 徴 と す る も の が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る と 、 骨 盤 に 対 す る 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 に 応 じ 、 人 工
股 関 節 イ ン プ ラ ン ト の 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト を 骨 盤 の 臼 蓋 窩 へ 挿 入 す る こ と に つ い て 、 オ ペ レ
ー タ ー を 導 く た め 、 コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 に お い て 外 科 治 療 を 実 行 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 骨 盤 の 点 を 登 録 す る こ と に よ り 、 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 、 骨 盤
の 基 準 フ レ ー ム を 作 り 出 す ス テ ッ プ 、
　 前 記 基 準 フ レ ー ム に 応 じ て 、 臼 蓋 窩 の 表 面 上 の 点 を 登 録 す る こ と に よ り 、 前 記 骨 盤 の 露
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出 し た 臼 蓋 窩 の 表 面 の デ ジ タ ル モ デ ル を 作 り 出 す ス テ ッ プ 、
　 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の デ ジ タ ル モ デ ル を 提 供 す る ス テ ッ プ 、
　 前 記 臼 蓋 窩 の 表 面 の 前 記 デ ジ タ ル モ デ ル に 応 じ て 、 当 初 の 回 転 中 心 を 演 算 す る ス テ ッ プ
、 お よ び
　 前 記 臼 蓋 窩 の 前 記 当 初 の 回 転 中 心 お よ び 前 記 基 準 フ レ ー ム に 対 す る 現 在 の イ ン プ ラ ン ト
の 位 置 お よ び 方 向 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る こ と に よ り 、 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 骨 盤 へ の
次 回 の 挿 入 の た め 、 前 記 臼 蓋 窩 を 変 更 す る こ と に つ い て オ ペ レ ー タ ー を 導 く ス テ ッ プ で あ
っ て 、 前 記 現 在 の イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 は 、 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の デ ジ タ ル モ
デ ル 、 お よ び 、 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト を 受 け 入 れ る た め に 前 記 臼 蓋 窩 を 変 更 さ せ る 少 な く
と も 一 の 手 術 器 具 の 位 置 及 び 方 向 に 関 す る リ ア ル タ イ ム の 追 跡 結 果 に 応 じ て 演 算 さ れ る も
の 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に よ る と 、 コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 に お い て 、 骨 の 脊 髄 管 軸 を デ ジ タ ル 化
す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 骨 の 脊 髄 管 を 露 出 さ せ る た め 、 骨 の 切 断 を 実 行 す る ス テ ッ プ 、
　 空 間 に お い て 、 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 器 具 で あ っ て 、 当 該 器 具 は 、 前 記 脊 髄 管 の
表 面 に 対 し て 所 定 の 方 向 で 位 置 さ せ る こ と が で き る 自 身 の 先 端 を 有 す る も の 、 な ら び に 、
前 記 骨 上 に 基 準 フ レ ー ム を 提 供 す る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 前 記 器 具 の 前 記 先 端 を 一 定 の 深 さ で 前 記 脊 髄 管 に 挿 入 し 、 前 記 所 定 の 方 で 位 置 す る 前 記
先 端 を 有 す る 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 に 応 じ て 、 前 記 一 定 の 深 さ の そ れ ぞ れ に つ い て 前 記 脊
髄 管 の 基 準 点 を 演 算 す る こ と に よ っ て 、 前 記 脊 髄 管 に お け る 基 準 点 を 演 算 し 、 関 連 づ け る
こ と で 前 記 基 準 フ レ ー ム に 対 す る 前 記 脊 髄 管 の 前 記 軸 を 得 る ス テ ッ プ 、 を 実 行 す る こ と に
よ り 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る も の が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る と 、 露 出 さ れ た 脊 髄 管 の 軸 を 得 る 装 置 で あ っ て 、
　 コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 に お い て 、 位 置 追 跡 シ ス テ ム を 用 い て 露 出 し た 骨 の 脊 髄 管 の 軸 を
得 る 装 置 で あ っ て 、
　 空 間 に お い て 、 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 検 出 装 置 、
　 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 す る よ う 前 記 検 出 装 置 に 固 定 さ れ る ス テ ム 部 で あ っ て 、 当 該 ス テ
ム 部 は 、 前 記 骨 に お け る 開 口 を 通 じ て 前 記 骨 の 脊 髄 管 内 に 挿 入 可 能 な 先 端 を 有 し 、 自 身 の
後 端 に よ り 操 作 さ れ る よ う 構 成 さ れ る も の 、 お よ び
　 前 記 ス テ ム 部 の 前 記 先 端 に お け る チ ッ プ 部 で あ っ て 、 当 該 チ ッ プ 部 は 、 前 記 検 出 装 置 の
位 置 お よ び 方 向 に 応 じ て 前 記 脊 髄 管 に 対 す る 基 準 点 が 演 算 可 能 と な る よ う 、 前 記 脊 髄 管 の
表 面 に 対 し て 所 定 の 方 向 で 位 置 さ せ る こ と が で き 位 置 す る こ と が で き 、 前 記 基 準 点 は 、 前
記 脊 髄 管 の 軸 の 定 義 す る た め に 関 連 づ け ら れ る も の 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の が 提
供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に よ る と 、 大 腿 骨 に 対 す る 脚 の 長 さ お よ び 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 方 向 に
応 じ 、 人 工 股 関 節 イ ン プ ラ ン ト の 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 大 腿 骨 へ 挿 入 す る こ と に つ い て 、
オ ペ レ ー タ ー を 導 く コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 大 腿 骨 に 固 定 さ れ 、 空 間 に お い て 、 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 基 準 器 具 、
　 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 で あ り 、 表 面 情 報 を 登 録 す る た め 、 前 記 オ ペ レ
ー タ ー に よ り 操 作 さ れ る 登 録 器 具 、
　 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 骨 変 更 器 具 、
　 い ず れ か の 前 記 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 す る セ ン サ 装 置 、
　 前 記 セ ン サ 装 置 に 接 続 さ れ る コ ン ト ロ ー ラ ー で あ っ て 、 当 該 コ ン ト ロ ー ラ ー は 、
　 　  i)　 前 記 セ ン サ 装 置 に よ り 提 供 さ れ た 前 記 登 録 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 に 応 じ て 、 前
記 登 録 器 具 に よ り 提 供 さ れ た 少 な く と も 一 の 演 算 し た 表 面 情 報 に よ っ て 、 前 記 大 腿 骨 の 基
準 フ レ ー ム を 登 録 し 、 前 記 大 腿 骨 の モ デ ル を デ ー タ ベ ー ス に 取 り 込 み 、
　 　 ii)　 前 記 脚 の 長 さ に 応 じ て 、 前 記 基 準 フ レ ー ム に 対 す る 所 望 の イ ン プ ラ ン ト 位 置 を
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演 算 し 、 お よ び
　 　 iii)　 前 記 セ ン サ 装 置 に よ り 与 え ら れ る 前 記 骨 変 更 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 、 な ら び に
、 前 記 デ ー タ ベ ー ス に よ り 提 供 さ れ る 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の デ ジ タ ル モ デ ル の 位 置 お よ び
方 向 に 応 じ て 、 前 記 骨 変 更 器 具 を 用 い て 前 記 大 腿 骨 に お い て 実 行 さ れ る 変 更 に 対 す る 所 望
イ ン プ ラ ン ト の 位 置 と の 関 係 で 現 在 の イ ン プ ラ ン ト 位 置 お よ び 方 向 を 演 算 す る も の を 備 え
、 さ ら に 、
　 前 記 デ ー タ ベ ー ス は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ー の 動 作 に 関 す る 情 報 を 記 憶 し 、 取 り 込 む た め
、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ー に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る も の が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る と 、 骨 盤 に 対 す る 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 方 向 に 応 じ 、 人 工 股 関 節 イ ン
プ ラ ン ト の 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト を 臼 蓋 窩 へ 挿 入 す る こ と に つ い て 、 オ ペ レ ー タ ー を 導 く
コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 大 腿 骨 に 固 定 さ れ 、 空 間 に お い て 、 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 基 準 器 具 、
　 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 が 追 跡 可 能 で あ り 、 表 面 情 報 を 登 録 す る た め 、 前 記 オ ペ レ
ー タ ー に よ り 操 作 さ れ る 登 録 器 具 、
　 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 骨 変 更 器 具 、
　 い ず れ か の 前 記 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 す る セ ン サ 装 置 、
　 前 記 セ ン サ 装 置 に 接 続 さ れ る コ ン ト ロ ー ラ ー で あ っ て 、 当 該 コ ン ト ロ ー ラ ー は 、
　 　 i)　 前 記 セ ン サ 装 置 に よ り 提 供 さ れ た 前 記 登 録 器 具 の 位 置 及 び 方 向 に 応 じ て 前 記 登 録
器 具 に よ っ て 提 供 さ れ た 表 面 情 報 を 演 算 す る こ と に よ り 、 前 記 骨 盤 の 基 準 フ レ ー ム を 登 録
し 、
　 　 ii)　 前 記 セ ン サ 装 置 に よ り 提 供 さ れ た 前 記 登 録 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 に 応 じ 、 前 記
登 録 器 具 に よ り 提 供 さ れ た 表 面 情 報 を 演 算 す る こ と に よ り 、 前 記 基 準 フ レ ー ム に 対 す る 前
記 骨 盤 の 露 出 し た 臼 蓋 窩 表 面 の デ ジ タ ル モ デ ル を 登 録 し 、
　 　 iii)　 前 記 デ ジ タ ル モ デ ル に 応 じ て 、 前 記 臼 蓋 窩 の 当 初 の 回 転 中 心 を 演 算 し 、 お よ び
　 　 iv) 前 記 セ ン サ 装 置 に よ り 与 え ら れ る 前 記 骨 変 更 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 、 な ら び に 、
前 記 デ ー タ ベ ー ス に よ り 提 供 さ れ る 前 記 臼 蓋 窩 イ ン プ ラ ン ト の デ ジ タ ル モ デ ル の 位 置 お よ
び 方 向 に 応 じ て 、 前 記 骨 変 更 器 具 を 用 い て 前 記 臼 蓋 窩 に お い て 実 行 さ れ た 変 更 に 対 す る 、
前 記 臼 蓋 窩 の 当 初 の 回 転 中 心 お よ び 前 記 基 準 フ レ ー ム と の 関 係 か ら 現 在 の イ ン プ ラ ン ト の
位 置 お よ び 方 向 を 演 算 す る も の 、 を 備 え 、 さ ら に 、
　 前 記 デ ー タ ベ ー ス は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ー の 動 作 に 関 す る 情 報 を 記 憶 し 、 取 り 込 む た め
、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ー に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る も の が 提 供 さ れ る 。
【 好 ま し い 実 施 形 態 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 他 の 特 徴 、 側 面 お よ び そ の 効 果 は 、 説 明 な ら び に 添 付 し た 図 面 を 参 照 す る こ と
に よ っ て 、 理 解 が よ り 深 ま る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 に 基 づ き 、 よ り 具 体 的 に は 図 １ に 基 づ く と 、 本 発 明 の 人 工 股 関 節 置 換 手 術 に 必 要 な 脚
の 骨 は 、 そ の ほ と ん ど が 図 １ に 示 さ れ て い る 。 図 １ は 、 こ こ で 説 明 さ れ る 人 工 股 関 節 置 換
手 術 法 の 参 考 と し て 提 供 さ れ て い る 。 こ れ ら の 骨 は 、 骨 盤 １ ０ 、 大 腿 骨 ２ ０ 、 脛 骨 ３ ０ 、
な ら び に 、 腓 骨 ４ ０ で あ る 。 以 下 、 こ れ ら の 骨 の そ れ ぞ れ の 部 分 は 、 同 じ 符 号 に よ っ て 表
さ れ る 。 た と え ば 、 骨 盤 の 一 部 （ 例 え ば 、 臼 蓋 窩 (acetabulum)１ １ ） は 、 １ １ か ら １ ９ の
間 の 参 照 符 号 で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 シ ス テ ム （ 以 下 、 Ｃ Ａ Ｓ シ ス テ ム と い う ） が
５ ０ で 表 さ れ 、 一 般 に 、 セ ン サ ー 装 置 ５ ４ に 接 続 さ れ た Ｃ Ａ Ｓ コ ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ に よ り
構 成 さ れ る 。 か か る セ ン サ ー 装 置 ５ ４ は 、 本 発 明 の 人 工 股 関 節 置 換 手 術 の 説 明 で 詳 述 さ れ
る 、 器 具 ５ ６ の 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 す る 。 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ は 、 通 常 、 そ れ に よ
り 情 報 を 受 け 取 っ た り ・ 送 っ た り し 、 か か る 情 報 に よ り 人 工 股 関 節 置 換 手 術 中 、 執 刀 医 が
導 か れ る 、 ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェ ー ス を 有 す る Ｐ Ｃ ユ ニ ッ ト で あ る 。 例 え ば 、 モ ニ タ ー 、
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キ ー ボ ー ド マ ウ ス 、 お よ び 足 踏 み ペ ダ ル が 、 コ ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ と と も に 提 供 可 能 な 、 ユ
ー ザ ー コ ン ト ロ ー ラ ー 例 で あ る 。 コ ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ の デ ー タ ベ ー ス は 、 デ ー タ ベ ー ス ５
８ と し て 別 個 に 示 さ れ て お り 、 通 常 は 、 コ ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ の ハ ー ド デ イ ス ク で あ る 。 方
法 １ ０ ０ の 説 明 に 続 い て 、 好 ま し い シ ス テ ム 構 成 に つ い て の 説 明 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 本 発 明 に 基 づ く 人 工 股 関 節 置 換 手 術 方 法 の 全 体 が １ ０ ０ で 示 さ れ て
い る 。 か か る 方 法 １ ０ ０ は 、 単 一 の 方 法 と し て 示 さ れ て い る が 、 執 刀 医 に は 、 自 身 の 好 み
に 基 づ き 、 以 下 で 説 明 す る 様 々 な 選 択 の 余 地 が あ る 。 執 刀 医 の 判 断 に 基 づ き 、 方 法 １ ０ ０
か ら 複 数 の 方 法 を 派 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス テ ッ プ １ ０ ２ に お い て 、 手 術 の 準 備 ス テ ッ プ が 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 患 者 の カ ル テ 情
報 を 作 成 す る た め 、 一 般 的 な 患 者 情 報 を Ｃ Ａ Ｓ シ ス テ ム ５ ０ （ 図 ２ ） に 入 力 す る こ と が で
き る 。 　 例 え ば 、 名 前 、 誕 生 日 、 識 別 番 号 、 性 別 等 、 だ け で な く 、 必 要 で あ れ ば 、 脚 の 長
さ の 相 違 （ 長 い 方 の 脚 の 識 別 と と も に ） 等 の 手 術 に 関 す る よ り 詳 し い デ ー タ か ら 構 成 さ れ
た 、 一 般 的 な 患 者 の 履 歴 を 入 力 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 脚 の 長 さ の 相 違 は 、 股 関 節 の
Ｘ 線 を 用 い て 測 定 さ れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 脚 の 長 さ の 相 違 は 、 小 転 子 (lesser trochant
ers)間 の 縦 の 比 較 か ら 測 定 さ れ る 。 通 常 、 こ れ ら の Ｘ 線 写 真 は 、 手 術 に 先 立 っ て 行 わ れ る
診 断 段 階 中 に 撮 影 さ れ る の で 、 こ れ ら は 、 普 通 、 股 関 節 手 術 に 利 用 可 能 で あ る 。 ま た 使 用
さ れ る 様 々 な 手 術 器 具 の 調 節 も 済 ん で い る 。 例 え ば 、 Jutras等 に よ る 国 際 公 開 番 号 Ｗ Ｏ 　
０ １ ／ ６ ７ ９ ７ ９ 　 Ａ １ に よ り 示 さ れ た 調 節 ベ ー ス な ら び に 方 法 を 、 調 節 に 用 い る こ と も
で き る 。 ま た 、 ス テ ッ プ １ ０ ２ に 含 ま れ る 更 な る 調 節 ス テ ッ プ に お い て 、 器 具 の 追 跡 ５ ６
と Ｃ Ａ Ｓ コ ン ト ロ ー ラ ー 間 の 対 応 を 認 証 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 般 的 な 患 者 情 報 は 、 術 前 に 入 力 可 能 で あ る こ と が 指 摘 さ れ る 。 ま た 、 一 般 的 な 患 者 情
報 を 入 力 は 、 執 刀 医 が 関 わ る 必 要 が な い よ う な 容 易 な 作 業 で あ る 。 し か し 、 術 前 の 処 理 を
最 小 化 す る た め 、 手 術 の 初 期 段 階 で あ っ て 、 実 際 の 手 術 に 先 立 つ 短 い 時 間 中 に 、 方 法 １ ０
０ の 全 て の ス テ ッ プ を 実 施 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス テ ッ プ １ ０ ２ と 次 の 判 断 １ ０ ４ の 間 に 、 執 刀 医 が 股 関 節 を 露 出 さ せ る こ と に よ り 、 手
術 が 開 始 さ れ る 。 こ こ で は 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ る 支 援 は 、 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 判 断 １ ０ ４ に お い て 、 執 刀 医 は 、 骨 盤 か ら 大 腿 骨 を 離 す 処 置 （ Ａ ） 、 あ る い は 、 大 腿 骨
か ら 大 腿 骨 頭 を 切 除 す る 処 置 （ Ｂ ） の い ず れ を 行 う か の 選 択 を 与 え ら れ る 。 以 下 で 説 明 す
る よ う に 、 （ Ａ ） お よ び （ Ｂ ） の い ず れ も が 、 大 腿 骨 お よ び 骨 盤 の 両 方 の 基 準 フ レ ー ム を
取 得 さ せ る が 、 （ Ａ ） と （ Ｂ ） は 互 い に 他 を 上 回 る 利 点 が あ る 。 参 考 例 と し て 、 図 ３ の 方
法 １ ０ ０ に お い て は 、 執 刀 医 の 選 択 に 基 づ き 、 フ ロ ー チ ャ ー ト の 線 が 、 （ Ａ ） 又 は （ Ｂ ）
に 分 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 骨 盤 か ら 大 腿 骨 を 離 す 処 置 （ Ａ ） が 好 ま し い 場 合 、 臼 蓋 窩 １ １ お よ び 大 腿 骨 頭 ２ １ （ 図
１ ） の 回 転 の 中 心 は 、 互 い に 独 立 し て デ ジ タ ル 化 さ れ る 。 （ Ｂ ） に お い て 、 大 腿 骨 頭 ２ １
を 臼 蓋 窩 １ １ か ら 除 去 す る た め 、 大 腿 骨 ２ ０ か ら 大 腿 骨 頭 ２ １ を 切 除 し て も 、 大 腿 骨 頭 ２
１ は 、 切 断 が 完 了 す る ま で 臼 蓋 窩 １ １ か ら 露 出 せ ず 、 こ れ に よ り 、 大 腿 骨 ２ ０ の 残 り に 対
す る 、 そ の 回 転 の 中 心 を デ ジ タ ル 化 す る こ と が で き な い 。 し た が っ て 、 仮 定 に 基 づ く 演 算
は 、 回 転 中 心 の 理 論 上 の 計 算 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 他 方 、 大 腿 骨 ２ ０ を 離 す 処 置 （ Ａ ） は 、 あ る 程 度 の 困 難 性 を 示 し 、 大 腿 骨 ２ ０ が 破 損 （
ネ ッ ク ２ ２ に お い て ） し 、 靱 帯 な ら び に 筋 肉 に 損 傷 （ 例 え ば 、 過 伸 展 (hyperextension))
を 与 え て し ま う と い う リ ス ク を 伴 う 。 処 置 の 安 全 性 か ら 、 執 刀 医 に よ っ て は （ Ｂ ） の 大 腿
骨 頭 ２ １ の 切 除 の 方 が 好 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 ま ず 処 置 （ Ａ ） を 詳 述 し 、 そ の 次 に 、 処 置 （ Ｂ ） を 説 明 す る 。 図 １ （ 骨 パ ー ツ の 参 照 の
た め の ） お よ び 図 ３ を 参 照 す る と 、 （ Ａ ） の 選 択 に 続 き 、 ス テ ッ プ １ ０ ６ に お い て 、 骨 盤
１ ０ か ら 大 腿 骨 ２ ０ を 離 し 、 臼 蓋 窩 １ １ か ら 大 腿 骨 頭 ２ １ を 除 去 す る 。 し た が っ て 、 臼 蓋
窩 １ １ お よ び 大 腿 骨 頭 ２ １ の 両 方 が 露 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ス テ ッ プ １ ０ ８ に お い て 、 追 跡 基 準 （ 器 具 ５ ６ に 含 ま れ る ） が 、 骨 盤 １ ０ お よ び 大 腿 骨
２ ０ に 固 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 骨 盤 １ ０ お よ び 大 腿 骨 ２ ０ の 両 方 に つ い て 、 図 ２ の Ｃ Ａ
Ｓ シ ス テ ム ５ ０ に よ る そ れ ぞ れ の 追 跡 基 準 に 応 じ て 、 空 間 に お け る 位 置 と 方 向 を 同 時 に 追
跡 す る こ と が で き る 。 か か る 追 跡 基 準 は 、 手 術 の コ ン ピ ュ ー タ が 支 援 す る ス テ ッ プ 中 、 そ
れ ぞ れ の 骨 に 固 定 さ れ た ま ま で あ る 。 大 腿 骨 ２ ０ の 除 去 に よ り 、 追 跡 基 準 が 干 渉 さ れ な い
こ と が 好 ま し い が 、 処 理 （ Ａ ） の ス テ ッ プ １ ０ ６ の 前 に 、 ス テ ッ プ １ ０ ８ を 実 行 し て も よ
い こ と が 指 摘 さ れ る 。 し た が っ て 、 Ｃ Ａ Ｓ シ ス テ ム ５ ０ は 、 少 な く と も ２ の 追 跡 基 準 を 同
時 に リ ア ル タ イ ム で 追 跡 す る よ う 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 追 跡 基 準 は 、 骨 エ レ メ ン ト の い ず れ か に マ ー ク を 施 し た ポ イ ン ト の 形 式 を 採 用 し て も よ
い こ と が 指 摘 さ れ る 。 大 腿 骨 ２ ０ は 、 ポ イ ン ト に よ り 完 全 に マ ー ク さ れ て い る （ 例 え ば 、
物 理 的 あ る い は 、 視 覚 的 な マ ー カ ー ） が 、 例 え ば 、 骨 エ レ メ ン ト に ネ ジ 止 め さ れ る タ イ プ
の 追 跡 基 準 は 、 位 置 と 方 向 が 追 跡 さ れ る 骨 盤 １ ０ に 固 定 す る こ と が で き る 。 大 腿 骨 ２ ０ 上
の マ ー ク 済 み ポ イ ン ト を 骨 盤 １ ０ 上 の 追 跡 基 準 と 関 連 づ け る た め 、 骨 盤 １ ０ お よ び 大 腿 骨
２ ０ が 既 知 か つ 再 現 可 能 な 姿 勢 で あ る 場 合 に は 、 マ ー ク 済 み ポ イ ン ト が 登 録 さ れ る 。 そ の
後 、 手 術 中 の 大 腿 骨 ２ ０ に 関 す る 位 置 な ら び に 方 向 の 情 報 を 更 新 す る た め 、 既 知 か つ 再 現
可 能 な 姿 勢 が 再 現 さ れ 、 マ ー ク 済 み ポ イ ン ト が 、 登 録 ポ イ ン タ ー に よ っ て デ ジ タ ル 化 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 再 現 可 能 な 方 法 で 位 置 さ せ る こ と が 可 能 な ポ ー タ ブ ル 追 跡 基 準 を 、 骨 エ レ メ ン ト
上 に 提 供 す る こ と が 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 マ ー ク 済 み ポ イ ン ト を 一 つ だ け 有 す る 代 わ り に
、 そ の 上 に ポ ー タ ブ ル 追 跡 基 準 を 位 置 さ せ る た め に 用 い ら れ る ３ つ の 非 連 続 な ポ イ ン ト を
大 腿 骨 ２ ０ に マ ー ク す る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う な ポ ー タ ブ ル 追 跡 基 準 を 用 い る こ と
に よ り 、 ３ つ の 非 連 続 な ポ イ ン ト に 対 し ポ ー タ ブ ル 追 跡 基 準 を 位 置 さ せ る こ と に よ っ て 、
大 腿 骨 ２ ０ に 関 す る 位 置 な ら び に 方 向 の 情 報 を 得 る こ と が で き る 。 ポ ー タ ブ ル 追 跡 基 準 は
、 骨 エ レ メ ン ト に ね じ 穴 を 開 け る こ と が な い 点 で 有 益 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 基 づ く 大 腿 骨 ２ ０ に 固 定 さ れ た 追 跡 基 準 を 用 い る 方 法 １ ０
０ を 説 明 す る 。 大 腿 骨 ２ ０ に 固 定 さ れ た 追 跡 基 準 に 代 え て 、 上 述 の 代 替 方 法 が 使 用 可 能 で
あ る こ と も 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ か ら 図 ３ を 参 照 す る と 、 ス テ ッ プ １ １ ０ に お い て 、 大 腿 骨 頭 ２ １ の 中 心 の デ ジ タ ル
化 が 実 行 さ れ る 。 例 え ば 、 空 間 で 追 跡 さ れ る 、 自 身 の チ ッ プ を 有 す る 登 録 ポ イ ン タ ー （ 器
具 ５ ６ か ら ） が 、 大 腿 骨 頭 ２ １ の 表 面 上 に ポ イ ン タ を 登 録 す る た め に 用 い ら れ る 。 し た が
っ て 、 前 記 チ ッ プ お よ び あ る 表 面 間 の 接 触 ポ イ ン ト を 、 追 跡 基 準 に 応 じ て 登 録 す る こ と が
で き る （ ス テ ッ プ １ ０ ８ ） 。 ス テ ッ プ １ ０ ８ に お い て 、 追 跡 基 準 が 、 大 腿 骨 ２ ０ お よ び 骨
盤 １ ０ に 固 定 さ れ る と 、 大 腿 骨 頭 ２ １ の 表 面 上 の ポ イ ン ト は 、 大 腿 骨 ２ ０ の 各 追 跡 基 準 の
追 跡 結 果 に 応 じ て 認 識 さ れ る 。 Ｃ Ａ Ｓ コ ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ は 、 集 め た ポ イ ン ト か ら 球 形 （
す な わ ち 、 大 腿 骨 頭 ２ １ ） の 中 心 を 演 算 す る こ と を 可 能 に す る ソ フ ト ウ エ ア を 備 え て い る
。 ま た 、 中 心 を 演 算 す る ソ フ ト ウ エ ア は 、 標 準 お よ び 最 大 偏 差 (standarad and maximum d
eviations)を 用 い て 、 中 心 の 演 算 を 確 認 を 実 行 す る た め に も 適 用 さ れ る 。 例 え ば 、 ス テ ッ
プ １ ０ ２ に お け る パ ラ メ ー タ ー の 設 定 中 の 、 中 心 の 演 算 確 認 に 関 す る 排 除 基 準 を 記 録 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 の ス テ ッ プ １ １ ０ は 、 そ こ か ら 大 腿 骨 の 回 転 中 心 が 演 算 さ れ る 、 三 次 元 モ デ ル を 入
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手 す る た め に は 好 ま し い が 、 大 腿 骨 の 回 転 中 心 を 得 る た め 他 の 同 様 の 方 法 も 想 定 さ れ る 。
例 え ば 、 三 次 元 モ デ ル を 迅 速 に 作 成 す る た め 、 写 真 測 定 ス キ ャ ン を 用 い る こ と が で き 、 あ
る い は 、 そ こ か ら 、 大 腿 骨 頭 の 形 状 を 構 築 す る こ と が 可 能 な 、 術 前 の コ ン ピ ュ ー タ 断 層 撮
影 画 像 を 収 集 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 情 報 が 、 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 選 択 段 階 に お い て 執 刀 医 を 導 く こ と が 可 能 で あ る た
め 、 球 形 （ す な わ ち 、 大 腿 骨 頭 ２ １ ） の 直 径 を 表 示 す る こ と が で き る 。 Ｃ Ａ Ｓ コ ン ト ロ ー
ラ ー ５ ２ 上 の 表 示 を 修 正 す る た め 、 大 腿 骨 の 回 転 中 心 お よ び 大 腿 骨 頭 ２ １ の 直 径 を 用 い る
こ と が 可 能 で あ る 。 Ｃ Ａ Ｓ コ ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ の デ イ ス プ レ イ ユ ニ ッ ト 上 に Ｃ Ｔ 画 像 を 表
示 さ せ る こ と が で き る が 、 前 記 方 法 １ ０ ０ は 、 Ｃ Ｔ 画 像 を 用 い な い こ と が 好 ま し い 。 し た
が っ て 、 骨 盤 １ ０ お よ び 大 腿 骨 ２ ０ の 全 体 の 視 覚 画 像 は 、 一 般 的 な 参 照 の た め に 表 示 可 能
で あ る が 、 こ れ ら の 画 像 は 、 処 置 （ Ａ ） に お け る 大 腿 骨 ２ ０ に 関 す る ス テ ッ プ １ １ ０ に お
い て 演 算 さ れ 、 骨 盤 １ ０ に 関 す る ス テ ッ プ １ １ ４ に お い て 演 算 さ れ る 、 回 転 中 心 お よ び 直
径 に 応 じ て 測 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス テ ッ プ １ １ ２ に お い て 、 処 置 （ Ａ ） で 識 別 さ れ た 大 腿 骨 頭 ２ １ の 中 心 を 追 跡 基 準 （ ス
テ ッ プ １ ０ ８ ） に 応 じ て 用 い る こ と に よ り 、 大 腿 骨 頭 ２ １ の 切 除 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ か ら 図 ３ を 参 照 す る と 、 ス テ ッ プ １ １ ４ に お い て は 、 臼 蓋 窩 １ １ の 表 面 上 の 基 準 点
を と る と と も に 、 臼 蓋 窩 の 回 転 の 中 心 を 見 つ け る た め 、 ス テ ッ プ １ １ ０ で 述 べ た Ｃ Ａ Ｓ コ
ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ の 中 心 演 算 ソ フ ト ウ エ ア を 用 い る こ と に よ り 、 寛 骨 臼 (acetabular)の 回
転 中 心 の デ ジ タ ル 化 が 行 わ れ る 。 し た が っ て 、 臼 蓋 窩 の 回 転 の 中 心 は 、 骨 盤 １ ０ 上 の 追 跡
基 準 に 応 じ て 認 識 さ れ る 。 処 置 （ Ａ ） に お い て 、 寛 骨 臼 (acetabular)の 回 転 中 心 の デ ジ タ
ル 化 （ ス テ ッ プ １ １ ４ ） は 、 大 腿 骨 頭 ２ １ の 回 転 中 心 の デ ジ タ ル 化 （ ス テ ッ プ １ １ ０ ） と
は 独 立 し て 行 わ れ る こ と に 注 意 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ス テ ッ プ １ １ ６ は 、 臼 蓋 窩 お よ び 大 腿 骨 座 標 系 (femoral coordinare system)、 す な わ
ち 、 基 準 の 臼 蓋 窩 お よ び 大 腿 骨 フ レ ー ム を デ ジ タ ル 化 し た も の か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 臼 蓋 窩 座 標 系 (acetabular coordinate system)は 、 登 録 ポ イ ン タ を 用 い て デ ジ タ ル 化 さ
れ る 。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 臼 蓋 窩 座 標 系 を 作 り 出 す た め 、 骨 盤 １ ０ 上 の
３ つ の ポ イ ン ト が 取 ら れ る 。 図 １ を 参 照 す る と 、 手 術 側 の 腸 骨 稜 (iliac crest)１ ２ 上 に
１ つ の ポ イ ン ト 、 逆 側 面 の 腸 骨 稜 １ ３ 上 に １ つ の ポ イ ン ト 、 な ら び に 、 骨 盤 １ ０ の ２ の 一
般 節 (public tubercles)１ ４ の い ず れ か の 上 に １ つ の ポ イ ン ト が あ る 。 お お ま か に 位 置 あ
わ せ を 行 う た め 、 腸 骨 稜 １ ２ 、 １ ３ の 最 外 部 の 前 方 の ポ イ ン ト に お い て は 、 腸 骨 稜 １ ２ 、
１ ３ 上 に デ ジ タ ル 化 さ れ た ポ イ ン ト が 取 ら れ る 。 そ の 上 で は 軟 組 織 が 比 較 的 薄 い の で 、 腸
骨 稜 １ ２ 、 １ ３ 上 に デ ジ タ ル 化 さ れ た ポ イ ン ト は 、 骨 盤 を 覆 う 軟 組 織 上 で 直 接 取 ら れ る こ
と が 好 ま し い 。 一 般 節 １ ４ 上 の ポ イ ン ト に よ り 、 第 一 面 で あ る 前 額 面 が 完 成 す る 。 第 二 面
で あ る 側 面 は 、 前 額 面 に 対 し て 垂 直 で あ り 、 腸 骨 稜 上 の ポ イ ン ト を 含 ん で い る 。 第 二 面 で
あ る 矢 状 面 は 、 前 額 面 お よ び 側 面 に 対 し て 垂 直 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 額 面 に 関 す る 補 足 情 報 は 、 患 者 の 様 々 な 姿 勢 に つ い て 入 手 す る こ と が で き る 。 例 え ば
、 座 る 、 立 つ 、 お よ び 歩 く 、 姿 勢 に 関 す る 情 報 を 収 集 す る た め 、 追 跡 可 能 基 準 を 用 い る こ
と が で き る 。 こ れ ら の 姿 勢 が 、 手 術 中 に 患 者 が そ の 姿 勢 に あ る 通 常 の 寝 て い る 姿 勢 か ら は
得 ら れ な い 情 報 を 提 供 す る こ と が で き る の で 、 こ の 情 報 は 、 前 額 面 の 方 向 を 調 節 す る た め
に 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 情 報 は 、 イ ン プ ラ ン ト の 前 傾 位 置 決 め (anteversion p
ositoning)に 影 響 を 及 ぼ す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 後 に 、 手 術 に お い て 、 基 準 （ 例 え ば 、 比 較 ベ ー ス ） と し て 用 い ら れ る 、 患 者 の 臼 蓋 窩 の
前 傾 お よ び ／ 又 は 傾 斜 値 を 入 手 す る こ と が で き る 。 こ れ を 行 う た め 、 ポ イ ン ト は 、 臼 蓋 窩

10

20

30

40

50

(11) JP 2006-509609 A 2006.3.23



１ １ の ほ ぼ 円 形 の 端 部 上 で デ ジ タ ル 化 さ れ （ 器 具 ５ ６ か ら 登 録 ポ イ ン タ ー を 用 い て ） 、 こ
れ ら の ポ イ ン ト か ら 、 あ る 平 面 が 定 義 さ れ る 。 こ の 平 面 に 対 す る 法 線 は 、 寛 骨 臼 の 前 額 面
と 側 面 と の 交 角 を 有 す る 前 傾 角 度 を 与 え る た め 寛 骨 臼 側 面 （ ス テ ッ プ １ １ ６ に お い て 定 義
さ れ た ） 上 に 突 出 し て い る 。 こ の 平 明 面 に 対 す る 法 線 は 、 寛 骨 臼 の 矢 状 面 上 に 頭 方 － 尾 方
軸 (cranial-caudal)(y)を 有 す る 傾 斜 角 度 を 与 え る た め 、 寛 骨 臼 の 矢 状 面 （ ス テ ッ プ １ １
６ に お い て 定 義 さ れ た ） 上 に 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て は 、 脚 上 の ５ つ の 基 準 ポ イ ン ト を 、 大 腿 骨 座 標 系 を
作 成 す る ソ フ ト ウ エ ア を 備 え る 、 Ｃ Ａ Ｓ コ ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ に 提 供 す る こ と に よ り 、 ス テ
ッ プ １ １ ６ に お い て 大 腿 骨 座 標 系  が デ ジ タ ル 化 さ れ る 。 図 １ を 参 照 す る と 、 最 初 の ポ イ
ン ト は 、 大 腿 骨 ２ ０ の 大 き い 方 の 転 節 (greater trochanter)２ ３ の チ ッ プ 上 で 取 ら れ 、 大
腿 骨 ２ ０ の 軸 の 構 造 上 の 始 点 と し て 定 義 さ れ る 。 次 に 、 大 腿 骨 ２ ０ の 大 腿 骨 内 側 お よ び 外
側 上 顆 ２ ４ 、 ２ ５ 上 で 、 そ れ ぞ れ ポ イ ン ト が 取 ら れ る 。 そ れ と の 取 り 付 け に お け る 内 側 上
顆 と 外 側 上 顆 間 の 中 間 点 が 、 大 腿 骨 の 構 造 上 の 終 点 と し て 定 義 さ れ る 。 膝 で 脚 が 曲 げ ら れ
た 状 態 に お い て 、 四 番 目 お よ び 五 番 目 の ポ イ ン ト が 、 脛 骨 ３ ０ の く る ぶ し (malleolus)３
１ お よ び 腓 骨 ４ ０ の 脛 骨 果 ４ １ 上 で 取 ら れ る 。 脚 を 膝 で 曲 げ る こ と に よ り 、 脛 骨 ３ ０ は 、
大 腿 骨 ２ ０ の 後 顆 (posterior condyles)２ ６ 上 に 立 つ こ と に な る 。 し た が っ て 、 外 果 窩 ポ
イ ン ト (malleoli points)の 内 側 お よ び 外 側 の 配 列 さ れ た 中 間 点 が 、 構 造 上 の 軸 を 有 す る
平 面 （ す な わ ち 、 矢 状 面 ） を 定 義 し 、 当 該 矢 状 面 に 対 す る 膝 の 軸 が 法 線 と な る も の と 推 測
さ れ る 。 前 額 面 は 、 そ の 中 に 伸 び る 構 造 上 の 軸 を 有 す る 、 前 記 矢 状 面 に 対 し て 垂 直 で あ る
。 側 面 は 、 矢 状 面 お よ び 前 額 面 に 対 し て 垂 直 で あ り 、 ど の よ う な 高 さ に 位 置 す る こ と が 可
能 で あ る 。 構 造 上 の 軸 お よ び デ ジ タ ル 化 さ れ た 外 果 窩 領 域 の 中 間 点 を 用 い る こ と に よ り 、
大 腿 骨 座 標 系 、 す な わ ち 、 基 準 大 腿 骨 フ レ ー ム 、 が 完 成 す る 。 外 果 窩 領 域 の 中 間 点 を 得 る
た め 、 二 つ の ポ イ ン ト を 測 定 す る 必 要 が な い こ と に 注 意 す べ き で あ る 。 前 記 矢 状 面 に 、 こ
の 後 者 の ポ イ ン ト が 存 在 す る の で 、 外 果 窩 領 域 の 中 間 点 で ポ イ ン ト を 取 る こ と の み が 要 求
さ れ 、 オ ペ レ ー タ ー に よ っ て 、 お お よ そ の 位 置 に 置 く よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ こ で 説 明 さ れ た 突 出 値 （ 例 え ば 、 傾 斜 、 前 傾 等 ） は 、 臼 蓋 窩 お よ び 大 腿 骨 座 標 系 に 基
づ く こ と が 指 摘 さ れ る 。 ス テ ッ プ １ １ ６ の 好 ま し い 方 法 に 加 え 、 寛 骨 臼 お よ び 大 腿 骨 座 標
系 を デ ジ タ ル 化 す る 別 の 方 法 を 用 い る こ と が 予 想 さ れ る の で 、 前 記 突 出 値 は 、 他 の 臼 蓋 窩
お よ び 大 腿 骨 座 標 系 と 関 連 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ こ で は 、 処 置 （ Ａ ） が 説 明 さ れ た の で 、 移 動 な し で 大 腿 骨 ２ ０ の 切 除 を 伴 う 処 理 （ Ｂ
） に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ を 見 る と す ぐ に 判 る よ う に 、 処 理 （ Ａ ） に お い て 説 明 さ れ た い
く つ か の ス テ ッ プ は 、 処 置 （ Ｂ ） に お い て も 実 行 さ れ る こ と が 理 解 さ れ る 。 し た が っ て 、
特 に 述 べ な い 限 り 、 対 応 す る ス テ ッ プ は 、 同 じ 特 徴 を 有 し て お り 、 ス テ ッ プ （ Ｂ ） に お い
て そ の 詳 細 を 説 明 す る こ と は な い 。 図 １ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 切 除 （ Ｂ ） を 続 行 す る
判 断 に 続 く 手 術 の 最 初 の ス テ ッ プ は 、 追 跡 基 準 が 骨 盤 １ ０ お よ び 大 腿 骨 ２ ０ に 固 定 さ れ る
、 ス テ ッ プ １ ０ ８ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ お よ び 図 ３ を 参 照 す る と 、 ス テ ッ プ ２ ０ ０ は 、 そ れ ぞ れ の 追 跡 基 準 に 応 じ て 追 跡 骨
盤 １ ０ と 大 腿 骨 ２ ０ 間 の 相 対 位 置 の 登 録 を 構 成 す る 。 脚 は 、 単 に ま っ す ぐ な 部 分 と し て 残
さ れ 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る 骨 に 固 定 さ れ た 追 跡 基 準 間 の 相 対 位 置 が 取 り 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 処 理 （ Ｂ ） に お い て 、 大 腿 骨 か ら 大 腿 骨 頭 ２ １ を 切 除 す る ス テ ッ プ １ １ ２ は 、 ス テ ッ プ
２ ０ ０ に 続 い て 行 わ れ る 。 し た が っ て 、 骨 盤 １ ０ の 臼 蓋 窩 １ １ が 露 出 し 、 寛 骨 臼 の 回 転 中
心 の デ ジ タ ル 化 が 行 わ れ る ス テ ッ プ １ １ ４ が 、 そ れ に 続 く 。 前 述 の よ う に 、 寛 骨 臼 の 回 転
中 心 の デ ジ タ ル 化 は 、 骨 盤 １ ０ に 固 定 さ れ た 追 跡 基 準 に 応 じ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ２ は 、 大 腿 骨 の 回 転 中 心 の 演 算 を 含 ん で い る 。 こ の 演 算 に お い て 、 処 理 （
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Ｂ ） の 前 の ス テ ッ プ １ １ ４ に お い て 演 算 さ れ た 寛 骨 臼 の 回 転 中 心 は 、 大 腿 骨 の 回 転 中 心 と
一 致 す る と い う 仮 定 が な さ れ る 。 し か し 、 骨 盤 １ ０ お よ び 大 腿 骨 ２ ０ は 、 ス テ ッ プ １ １ ２
の 大 腿 骨 頭 ２ １ の 切 除 の た め に 分 離 さ れ て い る の で 、 大 腿 骨 の 回 転 中 心 の 位 置 は 、 ス テ ッ
プ ２ ０ ０ に お い て 得 ら れ る 骨 盤 １ ０ お よ び 大 腿 骨 ２ ０ 間 の 相 対 位 置 に 応 じ て 演 算 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ス テ ッ プ １ １ ６ は 、 臼 蓋 窩 お よ び 大 腿 骨 座 標 系 、 す な わ ち 、 基 準 の 臼 蓋 窩 お よ び 大 腿 骨
フ レ ー ム 、 の デ ジ タ ル 化 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 し た が っ て 、 こ こ で 、 処 置 （ Ａ ） お よ び （ Ｂ ） は 、 同 じ デ ー タ を 収 集 し て い る 。 こ の 時
点 で 、 ま ず 骨 盤 へ イ ン プ ラ ン ト を 挿 入 す る （ Ｃ ） か 、 あ る い は 、 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 挿
入 す る た め 大 腿 骨 の 準 備 を す る （ Ｄ ） か 、 に つ い て 執 刀 医 に 選 択 肢 を 与 え る 判 断 １ ５ ０ に
続 く 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 再 度 述 べ る が 、 処 置 （ Ｃ ） お よ び （ Ｄ ） は 、 そ れ ぞ れ の 利 点 を 有 す る 。 処 置 （ Ｃ ） は 、
好 ま し い 実 施 形 態 で あ り 、 ス テ ッ プ 数 が 少 な く と も 一 つ 少 な い 可 能 性 が 高 い 。 自 身 の 大 腿
骨 頭 ２ １ を 除 去 す る た め に 切 除 さ れ た ば か り の 大 腿 骨 へ の 作 業 を 伴 う の で 、 一 部 の 執 刀 医
は 、 処 置 （ Ｄ ） を 好 む で あ ろ う 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま ず 処 置 （ Ｃ ） に つ い て 説 明 し 、 続 い て 処 置 （ Ｄ ） に つ い 手 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ス テ ッ プ １ ５ ２ は 、 処 置 （ Ｃ ） の 最 初 の ス テ ッ プ で あ り 、 骨 盤 へ イ ン プ ラ ン ト を 挿 入 す
る た め の 臼 蓋 窩 の 準 備 を 構 成 す る 。 通 常 、 臼 蓋 窩 の 準 備 は 、 （ Ｃ Ａ Ｓ シ ス テ ム ５ ０ の 器 具
５ ６ 中 の ） リ ー マ ー (reamer)に よ り 実 行 さ れ る 。 前 の 臼 蓋 窩 の 回 転 中 心 は 、 そ れ が 前 の ス
テ ッ プ １ １ ４ に お い て 入 手 さ れ て い た の で 、 骨 盤 １ ０ に 固 定 さ れ た 追 跡 基 準 に 応 じ て 認 識
さ れ て い る 。 前 記 リ ー マ ー は 、 リ ー マ ー の 上 の カ ッ プ 器 具 の 作 動 軸 が Ｃ Ａ Ｓ コ ン ト ロ ー ラ
ー ５ ２ 上 に 表 示 さ れ る よ う 、 そ の 位 置 な ら び に 方 向 に つ い て 追 跡 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ス テ ッ プ １ ５ ２ に お い て 、 デ ジ タ ル 化 さ れ た 寛 骨 臼 の 回 転 中 心 と 比 較 し た 新 た な 寛 骨 臼
の 回 転 中 心 の 位 置 を 表 示 す る た め 、 執 刀 医 に よ り 選 ば れ た 骨 盤 用 イ ン プ ラ ン ト の 直 径 が 用
い ら れ る （ ス テ ッ プ １ １ ４ ） 。 例 え ば 、 回 転 中 心 間 の 距 離 は 、 前 の ス テ ッ プ １ １ ６ に お い
て デ ジ タ ル 化 さ れ た 臼 蓋 窩 座 標 系 に 応 じ て 、 数 字 で 表 示 さ せ る （ 例 え ば 、 mmで ） こ と も 可
能 で あ る 。 ま た 、 リ ー ミ ン グ に お い て 執 刀 医 を 導 く た め 、 リ ー マ ー の 作 動 軸 の 前 傾 お よ び
勾 配 を 、 臼 蓋 窩 座 標 系 に 応 じ て 数 字 で 示 す こ と が で き る 。 よ り 正 確 に は 、 前 記 の 前 傾 は 、
寛 骨 臼 の 前 額 面 お よ び 側 面 と 寛 骨 臼 の 側 面 上 の リ ー マ ー の 突 起 の 軸 と の 間 の 角 度 と し て 演
算 さ れ 、 前 記 傾 斜 は 、 リ ー マ ー 軸 と 、 臼 蓋 窩 座 標 系 の 矢 状 面 上 の 頭 方 － 尾 方 軸 (ｙ ） の 角
度 で あ る （ ス テ ッ プ １ １ ６ ） 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ス テ ッ プ １ ５ ４ は 、 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 臼 蓋 窩 １ １ へ の 挿 入 か ら 構 成 さ れ る 。 （ 器 具 ５
６ 中 の ） 追 跡 さ れ た 衝 撃 部 材 (tracked impactor)を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 骨 盤 イ ン プ ラ
ン ト の サ イ ズ が 選 択 さ れ る と 、 当 該 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 前 傾 な ら び に 傾 斜 を 求 め る た め 、
衝 撃 部 材 を 追 跡 す る た め に そ の 直 径 お よ び 衝 撃 部 材 と 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト 間 の 既 知 の 関 係 が
用 い ら れ る 。 ま た 、 現 在 お よ び デ ジ タ ル 化 さ れ た 回 転 中 心 間 の 距 離 を 表 示 す る こ と も 可 能
で あ る 。 し た が っ て 、 執 刀 医 は 、 衝 撃 部 材 の 使 用 中 、 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト が 、 そ の 回 転 中 心
の 一 定 箇 所 で あ っ て 、 ［ 前 傾 お よ び 傾 斜 に 対 す る （ ス テ ッ プ １ ５ ２ ） ］ 脚 の 動 き な ら び に
安 定 性 が 最 大 に な る よ う な 方 向 に 位 置 す る よ う 導 か れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト は 、 こ の よ う な 点 に お い て 骨 盤 に 固 定 さ れ る が 、 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の
位 置 お よ び 方 向 を 調 節 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま ず 、 追 跡 さ れ た 衝 撃 部 材 を 有 す る 骨 盤 イ
ン プ ラ ン ト を 操 作 す る た め の レ バ ー と し て 機 能 さ せ る た め 追 跡 さ れ た 衝 撃 部 材 を 、 骨 盤 イ
ン プ ラ ン ト に 再 接 続 す る よ う に し て も よ く 、 衝 撃 部 材 を 追 跡 す る こ と に よ り 、 位 置 お よ び
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方 向 情 報 （ 例 え ば 、 前 傾 お よ び 傾 斜 ） を 演 算 す る こ と が 可 能 に な る 。 こ れ に 代 え 、 骨 盤 イ
ン プ ラ ン ト の 円 形 端 部 上 の ポ イ ン ト は 、 あ る 平 面 を 定 義 す る た め デ ジ タ ル 化 し て も よ く 、
前 に 示 唆 し た よ う に 、 寛 骨 臼 に つ い て の 情 報 を 得 る た め 、 こ の 面 に 対 す る 法 線 が 、 前 傾 お
よ び 傾 斜 を 演 算 す る た め に 用 い ら れ る 。 こ の 代 替 ア プ ロ ー チ は 、 更 な る 固 定 た め の ね じ 穴
で あ っ て 、 そ れ を 通 じ て 、 イ ン プ ラ ン ト が 位 置 及 び 方 向 を 変 更 可 能 な も の を 有 す る 骨 盤 イ
ン プ ラ ン ト に 非 常 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ス テ ッ プ １ ５ ６ は 、 大 腿 骨 タ ー ゲ ッ ト の 高 さ を 作 り 出 す ス テ ッ プ か ら 構 成 さ れ る 。 か か
る タ ー ゲ ッ ト 高 さ は 、 大 腿 骨 の 回 転 中 心 に 関 す る 所 望 の 位 置 で あ り 、 以 下 の よ う に し て 演
算 さ れ る ：
　 (target height)=(Δ P E L V I C  C O R )- (initial Δ L L )
　 こ こ で 、 (Δ P E L V I C  C O R )は 、 頭 方 － 尾 方 （ ｙ ） 方 向 （ 正 の 値 を 有 す る 頭 方 の 変 位 ） に お
け る 、 デ ジ タ ル 化 さ れ た 寛 骨 臼 の 回 転 中 心 （ す な わ ち 、 ス テ ッ プ １ １ ４ ） に 対 す る 、 イ ン
プ ラ ン ト の 回 転 中 心 の 変 位 （ す な わ ち 、 ス テ ッ プ １ ５ ４ ） で あ り 、 (initial Δ L L )は 、 当
初 取 得 さ れ た 脚 の 長 さ (initially acquired limb length)の 相 違 （ ス テ ッ プ １ ０ ２ ） で あ
る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ お よ び 図 ３ を 参 照 す る と 、 ス テ ッ プ １ ５ ８ は 、 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 挿 入 す る た め
の 大 腿 骨 ２ ０ の 準 備 か ら 構 成 さ れ る 。 よ り 正 確 に は 、 髄 内 管 (intramedullary canal)２ ７
の 軸 が 、 前 記 管 に お け る 関 連 す る ポ イ ン ト に よ り 、 大 腿 骨 ２ ０ に 固 定 さ れ た 追 跡 基 準 に 応
じ て デ ジ タ ル 化 さ れ る 。 前 記 髄 内 管 ２ ７ は 、 ス テ ッ プ １ １ ２ に お い て 実 行 さ れ た 大 腿 骨 頭
２ １ の 切 除 に よ り 露 出 す る 。 本 発 明 の あ る 実 施 形 態 に お い て 、 管 ２ ７ の 複 数 の ポ イ ン ト は
、 （ 器 具 ５ ６ 中 の ） ポ イ ン タ ー を 様 々 な 深 さ に 挿 入 し 、 追 跡 す る こ と に よ り デ ジ タ ル 化 さ
れ る 。 空 間 に お い て 位 置 と 方 向 を 追 跡 可 能 で あ り 、 か か る 追 跡 に 関 す る 軸 が 既 知 と な る 、
千 枚 通 し (awl)の よ う な 器 具 を 用 い る こ と も 想 定 で き る 。 髄 内 管 の 内 径 が 、 千 枚 通 し と ほ
ぼ 等 し い 深 さ で 、 髄 内 管 内 に 前 記 千 枚 通 し を 挿 入 す る こ と が で き る 。 か か る 深 さ に お い て
、 千 枚 通 し は 、 髄 内 管 の ほ ぼ 中 心 に 位 置 す る の で 、 千 枚 通 し の 仮 想 軸 を 、 髄 内 管 の 仮 想 軸
と し て 登 録 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ４ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 基 づ く 管 デ ジ タ イ ザ ー (canal digitiz
er)が 、 ３ ０ ０ で 示 さ れ る 。 か か る 管 デ ジ タ イ ザ ー ３ ０ ０ は 、 そ の チ ッ プ を 、 髄 内 管 ２ ７
の 中 心 に 正 確 に 位 置 さ せ る た め 用 い る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 管 ２ ７ の 中 央 に 位 置 す る
仮 想 軸 を デ ジ タ ル 化 す る こ と が 可 能 と な る 。 管 デ ジ タ イ ザ ー ３ ０ ０ の 詳 細 に つ い て は 、 以
下 で 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ １ ５ ８ は 、 そ の 中 に 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 挿 入 す る こ と を 考 慮 し た 上 で
、 髄 内 管 ２ ７ に 石 目 や す り を か け る こ と (rasping)を 含 ん で い る 。 石 目 や す り (rasp)は 、
Ｃ Ａ Ｓ シ ス テ ム ５ ０ 器 具 ５ ６ の 一 部 で あ る の で 、 そ の 位 置 な ら び に 方 向 が 追 跡 さ れ る 。 髄
内 管 ２ ７ に 変 更 を 加 え る 前 記 石 目 や す り の 器 具 部 分 お よ び 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 両 方 は 、
所 定 形 状 を 有 し て い る 。 石 目 や す り は 、 そ れ ぞ れ が 、 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 骨 係 合 部 分 と
ほ ぼ 同 じ 形 状 の 工 具 端 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 や す り は 、 当 該 や す り の 各 サ
イ ズ ご と に 同 様 の 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 有 し た 、 異 な る サ イ ズ に 設 け て も よ い 。 し た が っ
て 、 管 の 変 更 中 の 、 大 腿 骨 座 標 系 に 対 す る 前 記 や す り の 位 置 お よ び 方 向 の 追 跡 結 果 が 、 大
腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 現 在 の 位 置 お よ び 方 向 の 演 算 に 用 い ら れ る 。 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 現
在 の 位 置 お よ び 方 向 を 数 字 で 表 す た め 、 複 数 の ガ イ ド パ ラ メ ー タ ー が 、 執 刀 医 に 表 示 さ れ
、 そ の 下 に 記 載 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 追 跡 さ れ た や す り か ら 演 算 さ れ た 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 前 傾 は 、 ス テ ッ プ １ １ ６ で 演 算
さ れ た 大 腿 骨 座 標 系 に 基 づ い て 、 数 値 的 に （ 例 え ば 、 角 度 で ） 表 示 さ れ る 。 か か る 前 傾 は
、 前 額 面 お よ び 側 面 の 交 点 と 、 前 記 側 面 上 （ ス テ ッ プ １ １ ６ ） に あ る 首 の 仮 想 軸 の 突 起 （
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大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト に 関 し て 予 想 さ れ た も の ） と の 間 の 角 度 に よ っ て 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 執 刀 医 に 提 供 さ れ る 他 の ガ イ ド パ ラ メ ー タ ー は 、 追 跡 さ れ た や す り の 内 反 ／ 外 反 角 度 と
等 し い 、 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 内 反 ／ 外 反 角 度 で あ る 。 か か る 角 度 は 、 髄 内 管 の 仮 想 軸 の
突 起 と 、 前 記 側 面 上 （ ス テ ッ プ １ １ ６ ） に あ る ヤ ス リ の 長 手 方 向 の 仮 想 軸 の 突 起 と の 間 で
測 定 さ れ 、 執 刀 医 に 対 し 、 角 度 で 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 執 刀 医 に 提 供 さ れ る 他 の ガ イ ド パ ラ メ ー タ ー は 、 大 腿 骨 の 回 転 中 心 ［ す な わ ち 、
ス テ ッ プ １ ０ ６ に お い て 、 分 離 処 置 （ Ａ ） の た め に デ ジ タ ル 化 さ れ 、 あ る い は 、 ス テ ッ プ
２ ０ ２ に お い て 、 切 除 処 置 （ Ｂ ） の た め に 演 算 さ れ た ］ と 、 大 腿 骨 の 現 在 の 回 転 中 心 と の
間 の 距 離 で あ る 。 大 腿 骨 の 現 在 の 回 転 中 心 は 、 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 形 状 （ た と え ば 、 球
頭 の サ イ ズ ） お よ び ヤ ス リ の 追 跡 結 果 に 応 じ て 演 算 さ れ る 。 か か る 距 離 は 、 大 腿 骨 座 標 系
（ ス テ ッ プ １ １ ６ ） に 基 づ い て Ｘ 、 Ｙ 、 お よ び Ｚ 値 で （ 例 え ば 、 mm） で 表 す こ と が 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 さ ら に 、 執 刀 医 に 提 供 さ れ る 他 の ガ イ ド パ ラ メ ー タ ー は 、 現 在 の 脚 の 長 さ の 相 違 で あ る
。 現 在 の 脚 の 長 さ の 相 違 （ current Δ L L )は 、 以 下 の よ う に 演 算 さ れ る ： （ current Δ L L )
=（ initialΔ  L L ） － （ Δ P E L V I C  C O R ） ＋ （ Δ F E M U R  C O R ）
　 こ こ で 、 （ Δ F E M U R  C O R ） は 、 上 記 ス テ ッ プ １ ５ ８ で 演 算 さ れ た Ｙ の 値 で あ り 、 （ Δ P E L

V I C  C O R ） お よ び （ initialΔ  L L )は 、 ス テ ッ プ １ ５ ６ で 演 算 さ れ て い る 。 現 在 の 脚 の 長 さ
の 相 違 は 、 脚 全 体 の 長 さ 、 あ る い は 、 値 が ０ の 場 合 に 脚 の 長 さ が 等 し い こ と を 表 す よ う 脚
の 長 さ の 相 対 値 と し て Ｃ Ａ Ｓ シ ス テ ム ５ ０ に よ り 表 示 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 執 刀 医 に 提 供 さ れ る 他 の ガ イ ド パ ラ メ ー タ ー は 、 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の オ フ セ ッ ト で あ
る 。 か か る オ フ セ ッ ト は 、 寛 骨 臼 の 回 転 中 心 と 、 側 面 上 の イ ン プ ラ ン ト の 仮 想 軸 （ す な わ
ち 、 以 前 定 義 し た 大 腿 骨 の 構 造 的 な 仮 想 軸 ） 間 の 距 離 で あ る 。 上 述 の 方 法 １ ０ ０ に 用 い ら
れ る こ と が 想 定 さ れ る 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の タ イ プ は 、 様 々 な サ イ ズ で 提 供 さ れ て も 良 く
、 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の サ イ ズ は 、 イ ン プ ラ ン ト の ネ ッ ク に 沿 っ て 回 転 す る 、 様 々 な 大 腿
骨 の 回 転 中 心 を 有 し て も 良 い こ と が 指 摘 さ れ る 。 た だ し 、 オ フ セ ッ ト お よ び 脚 の 長 さ (lim
b length)の 両 方 に 影 響 を 及 ぼ す の で 、 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の サ イ ズ に つ い て 正 し い 識 別
番 号 が 与 え ら れ な く て は な ら な い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 測 定 さ れ た 大 腿 骨 と 寛 骨 臼 の 距 離 の 合 計 が Ｘ 軸 に 表 示 さ れ る こ と も 望 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 処 置 （ Ｃ ） に お い て 、 執 刀 医 が 、 や す り が け さ れ た 髄 内 管 ２ ７ に 満 足 す る と 、 大 腿 骨 イ
ン プ ラ ン ト が 挿 入 さ れ る 。 ス テ ッ プ １ ６ ０ は 、 髄 内 管 ２ ７ に 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 挿 入 す
る ス テ ッ プ か ら 構 成 さ れ る 。 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト は 、 髄 内 管 を 変 更 し た 器 具 ５ ６ の 追 跡 結
果 か ら 演 算 さ れ た 位 置 お よ び 方 向 に 存 在 す る こ と が 予 想 さ れ る 。 し か し 、 位 置 お よ び 方 向
を 求 め る た め 、 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 追 跡 結 果 に 応 じ 、 Ｃ Ａ Ｓ コ ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ に よ り
演 算 さ れ た イ ン プ ラ ン ト の 回 転 中 心 を 用 い て 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 追 跡 す る こ と も 推 測 さ
れ る 。 か か る ス テ ッ プ は 、 イ ン プ ラ ン ト が 正 確 な 位 置 に 存 す る こ と を 促 進 す る 。 Ｃ Ａ Ｓ コ
ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ は 、 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト が 挿 入 さ れ る と 大 腿 骨 ２ ０ に つ い て 、 あ る い は
、 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト が 挿 入 さ れ る と 骨 盤 １ ０ に つ い て 、 自 身 の 表 示 を 変 更 す る こ と が 可 能
で あ る （ ス テ ッ プ １ ５ ４ ） 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ス テ ッ プ １ ６ ２ は 、 股 関 節 の 動 作 範 囲 を 分 析 す る ス テ ッ プ か ら 構 成 さ れ る 。 か か る 動 作
範 囲 は 、 以 下 の パ ラ メ ー タ ー に よ り 算 定 す る こ と が で き る ： 内 転 (aduction)／ 外 転 (abduc
tion)の 屈 曲 ／ 伸 長 、 お よ び 、 脚 の 内 部 回 転 ／ 外 部 回 転 の 角 度 。 こ れ ら の 角 度 は 、 ス テ ッ
プ １ １ ６ に お い て デ ジ タ ル 化 さ れ た 両 方 の 座 標 系 に 基 づ い て 測 定 さ れ 、 最 小 お よ び 最 大 角
度 の 値 を 、 患 者 の 履 歴 と と も に 記 録 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ス テ ッ プ １ ６ ４ は 、 人 工 股 関 節 置 換 手 術 に つ い て 、 コ ン ピ ュ ー タ の 支 援 が 終 了 す る こ と
を 合 図 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の よ う に し て 、 処 置 （ Ｃ ） の 詳 細 を 説 明 し た が 、 こ こ で は 、 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト を 挿 入
す る 前 に 、 大 腿 骨 の 準 備 を 行 う 処 置 （ Ｄ ） を 説 明 す る 。 処 置 （ Ｄ ） に お い て 、 ス テ ッ プ ２
５ ０ は 、 判 断 １ ５ ０ に 続 き 、 ス テ ッ プ １ ５ ８ と 同 じ 動 作 に よ っ て 構 成 さ れ る 。 す な わ ち 、
骨 盤 イ ン プ ラ ン ト を 挿 入 す る た め 、 大 腿 骨 の 準 備 が 行 わ れ る 。 し か し 、 実 際 の 骨 盤 イ ン プ
ラ ン ト の 回 転 中 心 は 、 デ ジ タ ル 化 さ れ た 臼 蓋 窩 の 回 転 中 心 （ ス テ ッ プ １ １ ４ ） と 同 じ で あ
る と 仮 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 か か る デ ジ タ ル 化 さ れ た 臼 蓋 窩 の 回 転 中 心 は 、 執 刀 医 に 対
し 、 様 々 な ガ イ ド パ ラ メ ー タ ー を 提 供 す る の に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ス テ ッ プ ２ ５ ０ に 続 き 、 処 置 （ Ｄ ） は 、 処 置 （ Ｃ ） に お い て 実 行 さ れ る ス テ ッ プ １ ５ ２
、 １ ５ ４ な ら び に １ ５ ６ を 備 え て い る 。 ス テ ッ プ １ ５ ４ に お い て は 、 実 際 の 骨 盤 イ ン プ ラ
ン ト の 回 転 中 心 が 得 ら れ る こ と が 指 摘 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ２ ５ ２ の 判 断 に お い て は 、 実 際 の 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 回 転 中 心 と 、 ス テ ッ プ ２ ５ ０ に お
い て 大 腿 骨 の 準 備 に 用 い ら れ た デ ジ タ ル 化 さ れ た 臼 蓋 窩 の 回 転 中 心 と の 間 で 比 較 が な さ れ
る 。 こ れ ら の 値 の 間 に 相 違 が あ る 場 合 、 ス テ ッ プ １ ５ ８ で 示 す よ う に 、 大 腿 骨 の 補 正 が 必
要 と な る 。 相 違 が な い 場 合 、 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト を 骨 盤 に 挿 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ １ ６ ２ お よ び １ ６ ４ が 続 き 、 処 置 （ Ｄ ） が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 方 法 １ ０ ０ の 詳 細 が 説 明 さ れ た が 、 こ こ で は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 基 づ く Ｃ Ａ
Ｓ シ ス テ ム ５ ０ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 オ ペ レ ー タ ー （ 例 え ば 、 執 刀 医 ） は 、 Ｓ で 示 さ れ 、 Ｃ Ａ Ｓ シ ス テ ム
５ ０ に よ り 手 術 を 行 う よ う 導 か れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 オ ペ レ ー タ ー Ｓ は 、 コ ン ト ロ ー ラ
ー ５ ２ の イ ン タ ー フ ェ ー ス （ 例 え ば 、 マ ウ ス 、 デ イ ス プ レ イ ユ ニ ッ ト 、 キ ー ボ ー ド 、 音 声
発 生 装 置 ） を 用 い て Ｃ Ａ Ｓ シ ス テ ム ５ ０ の コ ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ と 通 信 す る 。 図 ２ に 示 す よ
う に 、 コ ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ は 、 方 法 １ ０ ０ に お い て 、 オ ペ レ ー タ ー Ｓ に 対 し て Ｃ Ａ Ｓ を 介
し て ガ イ ド 情 報 を 提 供 す る 。 ガ イ ド 情 報 は 、 例 え ば 、 デ ー タ ベ ー ス ５ ８ か ら コ ン ト ロ ー ラ
ー ５ ２ に よ り 取 り 込 ま れ 、 オ ペ レ ー タ ー Ｓ が 器 具 ５ ６ を 操 作 す る よ う 導 く 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 各 器 具 ５ ６ は 、 与 え ら れ た そ の コ ン ポ ー ネ ン ト の 位 置 お よ び ／ 又 は 方 向 を 演 算 す る よ う
、 セ ン サ 装 置 ５ ４ に よ り 、 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 で あ る 。 骨 の 基 準 と な
る フ レ ー ム を 生 成 す る た め 、 器 具 ５ ６ は 、 骨 に 固 定 可 能 で 追 跡 可 能 な 器 具 等 の 基 準 器 具 を
含 む こ と が 、 一 般 的 で 基 本 的 な 条 件 で あ る 。 必 要 と さ れ る 他 の 器 具 ５ ６ の 一 つ に 、 骨 に つ
い て の 表 面 情 報 （ ス テ ッ プ １ １ ０ 、 １ １ ４ 、 １ １ ６ 等 ） を 収 集 す る こ と を 可 能 に す る 登 録
器 具 が あ る 。 前 述 の よ う に 、 か か る 登 録 器 具 は 、 登 録 ポ イ ン タ ー 、 追 跡 さ れ た 写 真 測 定 セ
ン サ ー 等 で あ っ て も よ い 。 最 後 に 、 必 要 な 器 具 ５ ６ に は 、 ス テ ッ プ １ ５ ２ お よ び １ ５ ８ で
、 そ の 使 用 に つ い て そ れ ぞ れ 説 明 が な さ れ た 、 リ ー マ ー お よ び や す り 等 の 骨 変 更 器 具 が 含
ま れ る 。 ま た 、 器 具 ５ ６ は 、 挿 入 中 に 、 オ ペ レ ー タ ー を 導 く た め 、 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡
可 能 な 骨 盤 （ 衝 撃 部 材 ） お よ び 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 含 ん で い る 。 器 具 に 関 す る 情 報 （ 例
え ば 、 形 状 、 チ ッ プ の 位 置 ） は 、 コ ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ に よ っ て 知 ら れ （ 又 は 、 デ ー タ ベ ー
ス ５ ８ か ら 取 り 込 み 可 能 で あ り ） 、 あ る い は 、 様 々 な 校 正 を 用 い て 決 定 可 能 で あ る こ と が
指 摘 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 セ ン サ 装 置 ５ ４ は 、 コ ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ に 接 続 さ れ 、 位 置 お よ び 方 向 の 追 跡 結 果 を コ ン
ト ロ ー ラ ー ５ ２ に 転 送 す る 。 か か る 位 置 お よ び 方 向 の 追 跡 結 果 は 、 Ｃ Ａ Ｓ に 関 す る パ ラ メ
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ー タ ー を 演 算 す る た め コ ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ に よ っ て 用 い ら れ る 。 よ り 正 確 に は 、 基 準 器 具
お よ び 登 録 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 の 追 跡 結 果 は 、 ス テ ッ プ １ １ ０ 、 １ １ ４ な ら び に １ １ ６
で 説 明 し た よ う に 、 骨 盤 お よ び 大 腿 骨 の 基 準 フ レ ー ム を 作 り 出 す た め に 用 い ら れ る 。 図 ２
に 示 す よ う に 、 基 準 情 報 の フ レ ー ム は 、 例 え ば 、 コ ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ の デ イ ス プ レ イ ユ ニ
ッ ト を 用 い て オ ペ レ ー タ ー Ｓ に 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト に つ い て は 、 ス テ ッ プ １ １ ４ で 説 明 し た よ う に 、 基 準 フ レ ー ム に 基 づ
い て 最 初 の 回 転 中 心 が 演 算 さ れ る 。 寛 骨 臼 の 回 転 中 心 は 、 そ の 中 へ 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト を 挿
入 す る こ と を 考 慮 し て 、 臼 蓋 窩 を 変 更 す る こ と の 基 準 と し て の 基 準 骨 盤 フ レ ー ム と 共 に 用
い ら れ る 。 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト が 所 望 さ れ る 位 置 は 、 ス テ ッ プ １ ５ ６ に 基 づ い て コ ン ト ロ ー
ラ ー ５ ２ に よ っ て 演 算 さ れ 、 そ の 中 へ 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 挿 入 す る こ と を 考 慮 し て 、 髄
内 管 を 変 更 す る 基 準 と し て 用 い ら れ る 。 デ ー タ ベ ー ス ５ ８ は 、 演 算 を 行 う た め 、 コ ン ト ロ
ー ラ ー ５ ２ に よ り 取 り 込 ま れ た 情 報 を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 現 在 の 骨 盤 お よ び 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 位 置 な ら び に 方 向 は 、 骨 変 更 器 具 の 位 置 お よ び
方 向 の 追 跡 結 果 、 な ら び に 、 各 イ ン プ ラ ン ト の 位 置 及 び 方 向 の 追 跡 結 果 に 応 じ て 演 算 さ れ
る 。 こ れ は 、 方 法 １ ０ ０ の ス テ ッ プ １ ５ ４ お よ び １ ５ ８ ／ ２ ５ ２ に 基 づ い て 実 行 さ れ る 。
コ ン ト ロ ー ラ ー ２ ５ ２ は 、 オ ペ レ ー タ ー Ｓ を 導 く た め に 表 示 さ れ る 演 算 を 行 う た め 、 セ ン
サ ー 装 置 ５ ４ の 出 力 お よ び デ ー タ ベ ー ス ５ ８ に 記 憶 さ れ た 情 報 を 再 び 用 い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 Ｃ Ａ Ｓ シ ス テ ム ５ ０ は 、 動 的 あ る い は 静 的 な 追 跡 の い ず れ に よ っ て も 動 作 可 能 で あ る 。
本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て 、 セ ン サ ー 装 置 ５ ４ は 、 コ ン ト ロ ー ラ ー ５ ２ 内 に 適 切
な ソ フ ト ウ エ ア を 有 す る 、 Ｎ Ｄ Ｉ 社 の ポ ラ リ ス （ 商 標 ） 光 学 追 跡 装 置 で あ る 。 ポ ラ リ ス （
商 標 ） 光 学 追 跡 装 置 を 用 い る こ と に よ り 、 従 来 の 反 射 式 球 体 等 の 静 的 な 検 出 装 置 が 、 位 置
及 び 方 向 を 求 め る た め に 空 間 で 追 跡 さ れ る パ タ ー ン に お い て 用 い ら れ る 。 追 跡 さ れ る こ と
が 要 求 さ れ る 各 器 具 ５ ６ が 、 固 有 の 検 出 パ タ ー ン を 有 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 Ｃ Ａ Ｓ シ ス テ ム ５ ０ は 、 方 法 １ ０ ０ を 通 じ て 執 刀 医 を 導 か な け れ ば な ら ず 、 執 刀 医 が 正
し い ス テ ッ プ に 従 っ て 処 置 を 行 う 事 を 促 進 す る た め 、 関 連 情 報 が 表 示 さ れ る 。 例 え ば 、 脚
の 長 さ の 相 違 値 が 与 え ら れ た 場 合 、 入 手 し た 測 定 値 (the reading obtained)を 説 明 す る た
め に 、 頭 方 － 尾 方 の 約 束 事 (crania-caudal convention)を 表 示 す る こ と が で き る 。 執 刀 医
を 導 く た め 、 例 え ば 、 様 々 な 骨 の 上 で 、 与 え ら れ た 順 序 、 あ る い は 、 正 し い 位 置 に お い て
基 準 点 を 取 る 等 の ア ニ メ ー シ ョ ン を 自 動 的 に 開 始 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 ４ 、 図 ５ Ａ お よ び ５ Ｂ を 参 照 す る と 、 伸 長 シ ャ フ ト ３ ０ ２ 、 ハ ン ド ル 部 ３ ０ ４ 、 ピ ス
ト ン ３ ０ ６ 、 検 出 装 置 ベ ー ス ３ ０ ８ 、 な ら び に 、 セ ン タ リ ン グ 機 構 ３ ０ ９ 、 を 有 す る 管 デ
ジ タ イ ザ ー ３ ０ ０ が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 前 記 シ ャ フ ト ３ ０ ２ は 、 中 空 で あ り 、 外 表 面 ３ １ ０ お よ び 自 由 解 放 端 ３ １ ２ を 有 し て い
る 。 前 記 シ ャ フ ト ３ ０ ２ は 、 デ ジ タ イ ザ ー ３ ０ ０ が 管 内 に 挿 入 さ れ る 際 、 器 具 ハ ン ド ラ ー
が デ ジ タ イ ザ ー ３ ０ ０ の 挿 入 深 さ の 表 示 を 有 す る よ う 、 目 盛 り が 付 け ら れ て い る 。 図 ５ Ａ
に 示 す よ う に 、 自 由 解 放 端 ３ １ ２ に ス プ リ ッ タ ー ３ １ ４ が 設 け ら れ 、 一 対 の 拡 張 部 の 間 に
保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ハ ン ド ル 部 ３ ０ ４ は 、 一 対 の ラ ジ ア ル フ ラ ン ジ ３ ２ ０ を 有 し て い る 。 検 出 装 置 ベ ー ス ３
０ ８ は 、 ラ ジ ア ル フ ラ ン ジ ３ ２ ０ の 一 の 端 部 か ら 外 側 に 突 出 し て い る 。 か か る 隣 接 フ ラ ン
ジ ３ ２ ０ は 、 ピ ス ト ン ３ ０ ６ に 近 接 し 、 ピ ス ト ン ３ ０ ６ を 内 側 に 押 す た め 、 器 具 ハ ン ド ラ
ー に よ っ て レ バ レ ッ ジ と し て 用 い ら れ る 。 裾 広 が り の チ ッ プ ３ ２ ２ が フ ラ ン ジ ３ ２ ０ に 隣
接 し 、 伸 長 シ ャ フ ト ３ ０ ２ が 管 内 に 完 全 に 挿 入 さ れ た 場 合 に 、 管 の 壁 に 対 し て 接 す る と 、
デ ジ タ イ ザ ー ３ ０ ０ が 中 心 に 位 置 す る こ と を 可 能 と す る 。 ま た 、 以 下 で 説 明 す る 目 的 の た
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め 、 ハ ン ド ル 部 ３ ０ ４ は 、 隣 接 フ ラ ン ジ ３ ２ ０ に 近 接 す る ガ イ ド チ ャ ネ ル ３ ２ ５ を 有 す る
、 内 部 孔 ３ ２ ４ を 定 義 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 ４ に 示 す よ う 、 裾 広 が り の ア ダ プ タ ー ３ ２ ３ は 、 選 択 的 に 、 シ ャ フ ト ３ ０ ２ 上 に ス ラ
イ ド 係 合 す る よ う 設 け る こ と が 可 能 で あ る 。 か か る 裾 広 が り の ア ダ プ タ ー ３ ２ ３ は 、 ハ ン
ド ル 部 ３ ０ ４ の 裾 広 が り の チ ッ プ ３ ２ ２ と 同 じ 役 割 を 果 た す が 、 シ ャ フ ト ３ ０ ２ を 、 様 々
な 深 さ で 管 内 に 挿 入 で き る よ う 、 シ ャ フ ト ３ ０ ２ か ら 取 り 除 く こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 セ ン タ リ ン グ 機 構 ３ ０ ９ は 、 シ ャ フ ト ３ ０ ２ 内 に 同 心 的 に 配 置 さ れ た 細 い ロ ッ ド ３ ２ ６
を 有 し て い る 。 か か る ロ ッ ド ３ ２ ６ は 、 そ の 端 部 に お い て ピ ス ト ン ３ ０ ６ に 接 続 さ れ 、 図
６ に お い て 最 も よ く 示 さ れ て い る よ う に 、 そ の 端 部 に お い て そ れ に 対 し て 旋 回 可 能 に 設 け
ら れ た 一 対 の フ ィ ン ガ ー ３ ２ ８ お よ び ３ ３ ０ を 有 し て い る 。 　 図 ５ Ａ お よ び ５ Ｂ に 戻 っ て
、 バ ネ ３ ３ ２ は 、 ロ ッ ド ３ ２ ６ の 近 接 部 分 を 取 り 囲 み 、 ロ ッ ド ３ ２ ６ が 近 接 す る 方 向 に 付
勢 さ れ る 、 す な わ ち 、 ピ ス ト ン ３ ０ ６ が 、 ハ ン ド ル 部 ３ ０ ４ か ら 離 れ て 保 持 さ れ る よ う 、
ハ ン ド ル 部 ３ ０ ４ の 内 部 孔 ３ ２ ４ の 表 面 と 接 触 す る 。 し た が っ て 、 器 具 を 操 作 す る も の に
よ っ て ピ ス ト ン ３ ０ ４ が 押 さ れ る と 、 ロ ッ ド ３ ２ ６ は 、 端 の 方 向 へ 移 動 す る が 、 ピ ス ト ン
３ ０ ６ を 離 す と 端 部 に 復 帰 す る 。 バ ネ ３ ３ ２ は 、 そ の 近 接 端 部 に お い て 、 例 え ば 、 そ の 間
に 溶 接 す る こ と に よ り ピ ス ト ン ３ ０ ６ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ピ ス ト ン ３ ０ ６ は 、 そ の 近 接 端 部 に お い て ピ ン ３ ２ ７ を 有 す る 。 か か る ピ ン ３ ２ ７ は 、
ハ ン ド ル 部 ３ ０ ４ の 孔 ３ ２ ４ の ガ イ ド チ ャ ネ ル ３ ２ ５ と 協 力 し て 係 合 す る 。 し た が っ て 、
ピ ン ３ ２ ７ が ガ イ ド チ ャ ネ ル ３ ２ ５ か ら 外 れ る ま で 、 後 者 を 前 者 へ と ガ イ ド す る こ と に よ
り 、 ピ ス ト ン ３ ０ ６ ／ セ ン タ リ ン グ 機 構 ３ ０ ９ の ア セ ン ブ リ を 、 シ ャ フ ト ３ ０ ２ ／ ハ ン ド
ル 部 ３ ０ ４ の ア セ ン ブ リ か ら 迅 速 に 取 り 外 す こ と が で き る 。 か か る ガ イ ド チ ャ ネ ル ３ ２ ５
は 、 ピ ン ３ ２ ７ が 孔 ３ ２ ４ 内 の 肘 部 ３ ２ ５ ’ を 通 り 過 ぎ る と 、 ピ ス ト ン ３ ０ ６ ／ セ ン タ リ
ン グ 機 構 ３ ０ ９ の ア セ ン ブ リ が 捕 ら え ら れ 、 直 線 部 分 ３ ２ ５ ’ ’ に お け る 移 動 は 自 由 と な
る よ う な 、 ハ ン ド ル 部 ３ ０ ４ に 対 し て 固 定 さ れ た 肘 部 ３ ２ ５ ’ （ 図 ５ Ｂ ） お よ び 直 線 部 ３
２ ５ ’ ’ を 有 し て い る 。 こ の ア セ ン ブ リ は 、 内 部 キ ャ ビ テ イ ー ３ ２ ４ お よ び シ ャ フ ト ３ ０
２ 内 部 の 殺 菌 を 促 進 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 図 ６ か ら 図 ８ を 参 照 す る と 、 ロ ッ ド ３ ２ ６ の 端 部 に お け る フ ィ ン ガ ー ３ ２ ８ お よ び ３ ３
０ は 、 フ ィ ン ガ ー か ら 突 出 す る ス ト ッ パ ー ３ ３ ４ に よ り 互 い に 分 離 さ れ た 、 そ れ ぞ れ の チ
ッ プ ３ ２ ９ お よ び ３ ３ １ を 保 持 す る 。 こ れ に よ り 、 フ ィ ン ガ ー ３ ２ ８ お よ び ３ ３ ０ は 、 ス
ロ ッ ト ３ ３ ６ を 定 義 す る 。 か か る フ ィ ン ガ ー ３ ２ ８ お よ び ３ ３ ０ は 、 ピ ボ ッ ト ３ ３ ８ に よ
り 保 持 さ れ る 。 前 記 チ ッ プ ３ ２ ９ お よ び ３ ３ １ の 双 方 は 、 旋 回 ポ イ ン ト ３ ３ ８ か ら 同 じ 距
離 に あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ピ ス ト ン ３ ０ ６ が 内 側 に 押 さ れ る と 、 ロ ッ ド ３ ２ ６ は 、 ス プ リ ッ タ ー ３ １ ４ が ス ロ ッ ト
３ ３ ６ に 係 合 す る よ う 、 シ ャ フ ト ３ ０ ２ の 自 由 解 放 端 ３ １ ２ に 向 か っ て 移 動 す る 。 図 ８ で
最 も よ く 表 さ れ て い る よ う に 、 そ の 際 、 フ ィ ン ガ ー ３ ２ ８ お よ び ３ ３ ０ は 、 互 い に 離 れ る
よ う 導 か れ る 。 デ ジ タ イ ザ ー ３ ０ ０ が 、 図 ８ で ３ ４ ０ と し て 示 さ れ た 管 内 に 存 在 す る 場 合
、 フ ィ ン ガ ー ３ ２ ８ お よ び ３ ３ ０ が 、 デ ジ タ イ ザ ー ３ ０ ０ を 管 内 の 中 央 に 位 置 さ せ る 。 ま
た 、 他 の 構 成 を 採 る こ と も 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 フ ィ ン ガ ー ３ ２ ８ お よ び ３ ３ ０ が 、 固 く
屈 曲 す る 共 通 の 素 材 か ら 突 出 す る ２ の ブ レ ー ド で あ っ て 、 ス プ リ ッ タ ー ３ １ ４ と 係 合 す る
と 、 ブ レ ー ド が 離 れ る よ な 構 成 の 場 合 、 旋 回 ポ イ ン を 設 け な い 解 決 策 も 考 え ら れ る 。 髄 内
管 中 で 膨 張 す る こ と に よ り 、 自 ら セ ン タ リ ン グ を 行 う 膨 張 可 能 な 端 部 を 有 す る 伸 長 シ ャ フ
ト ３ ０ ２ を 備 え る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ロ ッ ド ３ ２ ６ は 、 ピ ス ト ン ３ ０ ６ ／ セ ン タ リ ン グ 機 構 ３ ０ ９ （ ロ ッ ド ３ ２ ６ を 含 む ） の
ア セ ン ブ リ が 、 シ ャ フ ト ３ ０ ２ ／ ハ ン ド ル 部 ３ ０ ４ に ね じ 込 み 挿 入 さ れ た 場 合 に 、 そ の 端
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に お い て 、 フ ィ ン ガ ー ３ ２ ８ お よ び ３ ３ ０ が ス プ リ ッ タ ー の 邪 魔 を し な い よ う 、 一 定 の 長
さ に 設 け ら れ て い る 。 か か る 妨 害 は 、 ピ ン ３ ２ ７ が 、 内 部 孔 ３ ２ ４ に お い て 、 ガ イ ド チ ャ
ネ ル ３ ２ ５ の 肘 部 ３ ２ ５ ’ を 通 り 過 ぎ る こ と を 阻 止 す る 。 他 の 可 能 な 構 成 と し て は 、 ピ ス
ト ン ３ ０ ６ と ロ ッ ド ３ ２ ６ と の 間 に 軸 の 回 転 自 由 度 (axial rotational degree of freedo
m)を 設 け る こ と で あ る 。 し た が っ て 、 フ ィ ン ガ ー ３ ２ ８ お よ び ３ ３ ０ と 、 ス プ リ ッ タ ー ３
１ ４ の 係 合 が 、 内 部 孔 ３ ２ ４ の ガ イ ド チ ャ ネ ル ３ ２ ５ に お け る ピ ス ト ン ３ ０ ６ の ピ ン ３ ２
７ の 係 合 を 邪 魔 す る こ と が な い 。 こ れ は 、 ロ ッ ド ３ ２ ６ の 端 部 に 環 状 の 溝 を 設 け 、 溝 ３ ３
９ と ピ ス ト ン ３ ０ ６ 間 に 対 応 す る 係 合 ピ ン ３ ４ １ を 設 け る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 デ ジ タ イ ザ ー ３ ０ ０ は 、 Ｃ Ａ Ｓ シ ス テ ム ５ ０ （ 図 ２ ） 等 の 追 跡 シ ス テ ム と 共 に 用 い ら れ
る 。 Ｃ Ａ Ｓ シ ス テ ム ５ ０ が 、 光 学 追 跡 シ ス テ ム を 備 え て い る の が 好 ま し い の で 、 デ ジ タ イ
ザ ー ５ ０ は 、 検 出 装 置 の 支 柱 か ら 構 成 さ れ る 検 出 装 置 ベ ー ス ３ ０ ８ を 有 す る よ う 表 さ れ て
い る 。 よ り 正 確 に は 、 前 記 検 出 装 置 ベ ー ス ３ ０ ８ は 、 そ の 自 由 端 に お い て 、 支 持 プ レ ー ト
３ ４ ４ を 伴 う ア ー ム ３ ４ ２ を 有 し て い る 。 ス ナ ッ プ 式 フ ィ ン ガ ー (snap-fit fingers)３ ４
６ は 、 自 身 と の ス ナ ッ プ 止 め 係 合 を 行 う 検 出 装 置 を 受 け る た め に 設 け ら れ る 。 例 え ば 、 前
記 検 出 装 置 は 、 そ の 一 つ が 、 図 ４ に お い て 、 フ ィ ン ガ ー ３ ４ ６ の 1つ に ス ナ ッ プ 止 め さ れ
る 、 ふ ち の 上 に ３ ４ ８ と し て 示 さ れ て い る 、 従 来 の 反 射 式 球 体 で あ っ て も よ い 。 追 跡 装 置
が 、 そ の た め に 構 成 さ れ て い る 場 合 、 デ ジ タ イ ザ ー ３ ０ ０ が 、 動 的 な 検 出 装 置 を 備 え る よ
う に し て も よ い こ と は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 デ ジ タ イ ザ ー ３ ０ ０ と と も に 用 い ら れ る 追 跡 シ ス テ ム は 、 ベ ー ス ３ ０ ８ 上 の 検 出 装 置 と
シ ャ フ ト ３ ０ ２ の チ ッ プ 間 の 関 係 を 認 識 し て い な け れ ば な ら な い 。 か か る 関 係 は 、 校 正 ベ
ー ス （ 図 ２ の 器 具 ５ ６ に 関 し て 前 に 説 明 し た よ う に ） を 用 い て 、 校 正 段 階 に お い て 決 定 す
る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 管 内 で デ ジ タ イ ザ ー ３ ０ ０ が 安 定 す る と 、 検 出 装 置 の 位 置
お よ び 方 向 を 登 録 す る こ と が で き 、 そ の 後 、 シ ャ フ ト ３ ０ ２ の チ ッ プ が 位 置 す る 、 管 の 中
心 点 を 演 算 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に 基 づ く 人 工 股 関 節 置 換 方 法 に 用 い ら れ る 脚 の 骨 の 正 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 に 基 づ く コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 図 ３ Ａ は 、 本 発 明 に 基 づ く 人 工 股 関 節 置 換 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ｂ は 、 本 発 明 に 基 づ く 人 工 股 関 節 置 換 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 に 基 づ く 管 デ ジ タ イ ザ ー の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 図 ５ Ａ は 、 管 デ ジ タ イ ザ ー の 長 手 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 図 ５ Ｂ は 、 管 デ ジ タ イ ザ ー の ハ ン ド ル 部 分 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 管 デ ジ タ イ ザ ー の フ ィ ン ガ ー の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 ス ト ッ パ ー を 有 す る 、 あ る フ ィ ン ガ ー の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 管 デ ジ タ イ ザ ー を 中 央 に 位 置 さ せ る 管 デ ジ タ イ ザ ー の フ ィ ン ガ ー の 正 面
図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】

(20) JP 2006-509609 A 2006.3.23



【 図 ４ 】 【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 12月 16日 (2004.12.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 脚 の 長 さ (limb length)お よ び 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 方 向 に 応 じ 、 人 工 股 関 節 イ ン プ ラ
ン ト の 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 大 腿 骨 へ 挿 入 す る こ と に つ い て 、 オ ペ レ ー タ ー を 導 く た め 、
コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 に お け る 位 置 追 跡 シ ス テ ム を 用 い て 外 科 治 療 を 実 行 す る 方 法 で あ っ
て 、
　 空 間 で 位 置 及 び 方 向 を 追 跡 可 能 な 、 大 腿 骨 の 基 準 フ レ ー ム を 取 得 す る ス テ ッ プ 、
　 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の デ ジ タ ル モ デ ル を 提 供 す る ス テ ッ プ 、
　 前 記 脚 の 長 さ に 応 じ て 、 前 記 大 腿 骨 の 基 準 フ レ ー ム に 対 す る 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の
所 望 の イ ン プ ラ ン ト 位 置 を 演 算 す る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 前 記 所 望 の イ ン プ ラ ン ト 位 置 に 対 す る 現 在 の イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 に 関 す る 情
報 を 提 供 す る こ と に よ り 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 大 腿 骨 へ の 次 回 の 挿 入 の た め 、 前 記
大 腿 骨 を 変 更 す る こ と に つ い て オ ペ レ ー タ ー を 導 く ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 現 在 の イ ン プ
ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 は 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の デ ジ タ ル モ デ ル 、 お よ び 、 前 記 大
腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 受 け 入 れ る た め に 前 記 大 腿 骨 を 変 更 さ せ る 少 な く と も 一 の 手 術 器 具 の
位 置 及 び 方 向 に 関 す る リ ア ル タ イ ム の 追 跡 結 果 、 に 応 じ て 演 算 さ れ る も の 、 を 備 え た こ と
、
　 を 特 徴 と す る も の 。
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【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 現 在 の イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 に 関 す る 情
報 は 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 内 反 ／ 外 反 角 度 (varus/valgus angle)、 前 記 大 腿 骨 イ ン
プ ラ ン ト の 前 傾 (anteversion)、 お よ び 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の オ フ セ ッ ト の 少 な く と
も 一 つ を 含 む こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 大 腿 骨 を 変 更 つ い て オ ペ レ ー タ ー を 導 く ス テ ッ プ
は 、 寛 骨 臼 (acetabular)の 回 転 中 心 の 変 更 に よ り 生 じ る 前 記 所 望 の イ ン プ ラ ン ト 位 置 の 変
更 に 続 い て 、 繰 り 返 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に か か る 方 法 に お い て 、 さ ら に 、 前 記 挿 入 中 の 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 位 置
及 び 方 向 を 追 跡 す る こ と に よ り 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 脊 髄 管 (intramedullary cana
l))へ 挿 入 す る こ と に つ い て 前 記 オ ペ レ ー タ ー を 導 く ス テ ッ プ 、 を 備 え た こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 大 腿 骨 の 前 記 基 準 フ レ ー ム は 、 手 術 中 に 得 ら れ る
こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 大 腿 骨 の 前 記 基 準 フ レ ー ム は 、 大 腿 骨 頭 の 中 心 を
含 み 、 大 腿 骨 頭 の 中 心 を 得 る ス テ ッ プ は 、
　 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 基 準 シ ス テ ム を 、 前 記 大 腿 骨 上 に 位 置 さ せ る
ス テ ッ プ 、
　 前 記 骨 盤 か ら 前 記 大 腿 骨 の 位 置 を ず ら す ス テ ッ プ 、
　 前 記 基 準 シ ス テ ム に 応 じ て 、 前 記 大 腿 骨 頭 の 表 面 の デ ジ タ ル モ デ ル を 作 り 出 す ス テ ッ プ
、 お よ び
　 前 記 大 腿 骨 頭 の 表 面 の 前 記 デ ジ タ ル モ デ ル に 応 じ て 前 記 大 腿 骨 頭 の 中 心 を 演 算 す る ス テ
ッ プ 、 を 実 行 す る こ と に よ り 行 わ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 基 準 フ レ ー ム は 、 さ ら に 、 大 腿 骨 の 矢 状 面 (sagit
tal)、 前 額 面 (frontal plane)お よ び 側 面 (transverse plane)を 含 み 、 前 記 面 を 得 る ス テ
ッ プ は 、
　 前 記 大 腿 骨 の 解 剖 学 上 の 軸 、 上 顆 の 中 間 点 お よ び 前 記 大 腿 骨 に 対 応 す る 脛 骨 の 中 間 点 、
前 記 矢 状 面 に お け る 踝 (malleolilying)の 解 剖 学 上 の 軸 お よ び 中 間 点 、 を デ ジ タ ル 化 す る
こ と に よ り 、 前 記 基 準 シ ス テ ム に 対 す る 矢 状 面 を 登 録 す る ス テ ッ プ 、
　 前 記 基 準 シ ス テ ム に 対 す る 前 額 面 で あ っ て 、 当 該 前 額 面 は 、 前 記 矢 状 面 と 垂 直 で あ り 、
前 記 解 剖 学 上 の 軸 を 伴 う も の 、 を 登 録 す る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 前 記 基 準 シ ス テ ム に 対 す る 側 面 で あ っ て 、 当 該 側 面 は 、 前 記 矢 状 面 お よ び 前 記 前 額 面 と
垂 直 で あ る も の 、 を 登 録 す る ス テ ッ プ 、 を 実 行 す る こ と に よ り 行 わ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ５ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 大 腿 骨 の 前 記 基 準 フ レ ー ム は 、 前 記 大 腿 骨 頭 の 中
心 を 含 み 、 前 記 大 腿 骨 頭 の 中 心 を 得 る ス テ ッ プ は 、
　 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 基 準 シ ス テ ム を 、 前 記 大 腿 骨 上 お よ び 対 応 す
る 骨 盤 上 に 位 置 さ せ る ス テ ッ プ 、
　 前 記 基 準 シ ス テ ム 間 の 相 対 位 置 お よ び 方 向 を 登 録 す る ス テ ッ プ 、
　 前 記 骨 盤 の 臼 蓋 窩 (acetabulum)を 露 出 さ せ る た め に 、 前 記 大 腿 骨 を 前 記 骨 盤 か ら 分 離 さ
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せ る ス テ ッ プ 、
　 前 記 基 準 シ ス テ ム に 応 じ て 、 前 記 臼 蓋 窩 の 前 記 表 面 の デ ジ タ ル モ デ ル を 作 り 出 す ス テ ッ
プ 、
　 前 記 臼 蓋 窩 の 前 記 表 面 の 前 記 デ ジ タ ル モ デ ル に 応 じ て 、 前 記 臼 蓋 窩 の 回 転 中 心 を 演 算 す
る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 前 記 基 準 シ ス テ ム 間 の 前 記 相 対 位 置 お よ び 方 向 に 応 じ て 、 前 記 大 腿 骨 頭 の 回 転 中 心 を 演
算 す る ス テ ッ プ 、 を 実 行 す る こ と に よ り 行 わ れ 、
　 前 記 臼 蓋 窩 の 前 記 回 転 中 心 は 、 前 記 大 腿 骨 頭 の 前 記 回 転 中 心 と 同 じ で あ る と 仮 定 さ れ る
こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 基 準 フ レ ー ム は 、 さ ら に 、 大 腿 骨 の 矢 状 面 、 前 額
面 お よ び 側 面 を 含 み 、 前 記 面 を 得 る ス テ ッ プ は 、
　 前 記 大 腿 骨 の 解 剖 学 上 の 軸 、 上 顆 の 中 間 点 お よ び 前 記 大 腿 骨 に 対 応 す る 脛 骨 の 中 間 点 、
前 記 矢 状 面 に お け る 踝 の 解 剖 学 上 の 軸 お よ び 中 間 点 、 を デ ジ タ ル 化 す る こ と に よ り 、 前 記
基 準 シ ス テ ム に 対 す る 矢 状 面 を 登 録 す る ス テ ッ プ 、
　 前 記 基 準 シ ス テ ム に 対 す る 前 額 面 で あ っ て 、 当 該 前 額 面 は 、 前 記 矢 状 面 と 垂 直 で あ り 、
前 記 解 剖 学 上 の 軸 を 伴 う も の 、 を 登 録 す る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 前 記 基 準 シ ス テ ム に 対 す る 側 面 で あ っ て 、 当 該 側 面 は 、 前 記 矢 状 面 お よ び 前 記 前 額 面 と
垂 直 で あ る も の 、 を 登 録 す る ス テ ッ プ 、 を 実 行 す る こ と に よ り 行 わ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 内 反 ／ 外 反 角 度 は 、 前 記 基
準 フ レ ー ム に 対 す る 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 軸 と 関 連 す る 前 記 脊 髄 管 の 軸 に 応 じ て 演
算 さ れ 、 前 記 脊 髄 管 の 前 記 軸 を 得 る ス テ ッ プ は 、
　 前 記 大 腿 骨 の 切 開 (opening)を 実 行 す る ス テ ッ プ 、
　 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 器 具 で あ っ て 、 当 該 器 具 は 、 前 記 脊 髄 管 の 表
面 に 対 し て 所 定 の 方 向 (predetermined way)で 位 置 さ せ る こ と が で き る 自 身 の 先 端 を 有 す
る も の 、 を 提 供 す る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 前 記 器 具 の 前 記 先 端 を 一 定 の 深 さ で 前 記 脊 髄 管 に 挿 入 し 、 前 記 所 定 の 方 で 位 置 す る 前 記
先 端 を 有 す る 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 に 応 じ て 、 前 記 一 定 の 深 さ の そ れ ぞ れ に つ い て 前 記 脊
髄 管 の 基 準 点 を 演 算 す る こ と に よ っ て 、 前 記 脊 髄 管 に お け る 基 準 点 を 演 算 し 、 関 連 づ け る
こ と で 前 記 基 準 フ レ ー ム に 対 す る 前 記 脊 髄 管 の 前 記 軸 を 得 る ス テ ッ プ 、 を 実 行 す る こ と に
よ り 行 わ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ １ 】
 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ０ の い ず れ か に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 方 法 は 、 解 剖 学 上 の 骨
モ デ ル 上 、 あ る い は 、 死 体 (cadaver)上 で 実 行 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ２ 】
 骨 盤 に 対 す る 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 に 応 じ 、 人 工 股 関 節 イ ン プ ラ ン ト の 骨
盤 イ ン プ ラ ン ト を 骨 盤 の 臼 蓋 窩 へ 挿 入 す る こ と に つ い て 、 オ ペ レ ー タ ー を 導 く た め 、 コ ン
ピ ュ ー タ 支 援 手 術 に お い て 外 科 治 療 を 実 行 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 骨 盤 の 点 を 登 録 す る こ と に よ り 、 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 、 骨 盤
の 基 準 フ レ ー ム を 作 り 出 す ス テ ッ プ 、
　 前 記 基 準 フ レ ー ム に 応 じ て 、 臼 蓋 窩 の 表 面 上 の 点 を 登 録 す る こ と に よ り 、 前 記 骨 盤 の 露
出 し た 臼 蓋 窩 の 表 面 の デ ジ タ ル モ デ ル を 作 り 出 す ス テ ッ プ 、
　 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の デ ジ タ ル モ デ ル を 提 供 す る ス テ ッ プ 、
　 前 記 臼 蓋 窩 の 表 面 の 前 記 デ ジ タ ル モ デ ル に 応 じ て 、 当 初 の 回 転 中 心 を 演 算 す る ス テ ッ プ
、 お よ び
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　 前 記 臼 蓋 窩 の 前 記 当 初 の 回 転 中 心 お よ び 前 記 基 準 フ レ ー ム に 対 す る 現 在 の イ ン プ ラ ン ト
の 位 置 お よ び 方 向 に 関 す る 情 報 を 提 供 す る こ と に よ り 、 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 骨 盤 へ の
次 回 の 挿 入 の た め 、 前 記 臼 蓋 窩 を 変 更 す る こ と に つ い て オ ペ レ ー タ ー を 導 く ス テ ッ プ で あ
っ て 、 前 記 現 在 の イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 は 、 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の デ ジ タ ル モ
デ ル 、 お よ び 、 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト を 受 け 入 れ る た め に 前 記 臼 蓋 窩 を 変 更 さ せ る 少 な く
と も 一 の 手 術 器 具 の 位 置 及 び 方 向 に 関 す る リ ア ル タ イ ム の 追 跡 結 果 に 応 じ て 演 算 さ れ る も
の 、 を 備 え た こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ２ に か か る 方 法 に お い て 、 現 在 の イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 に 関 す る 情 報
は 、 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 前 傾 、 お よ び 、 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 傾 斜 の 少 な く と も 一
つ を 含 む こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ２ に か か る 方 法 に お い て 、 さ ら に 、 手 術 中 の 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ
び 方 向 を 追 跡 す る こ と に よ り 、 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト を 前 記 臼 蓋 窩 へ 挿 入 す る こ と に つ い
て 前 記 オ ペ レ ー タ ー を 導 く ス テ ッ プ 、 を 備 え る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ２ に か か る 方 法 に お い て 、 術 前 に 、 患 者 の 姿 勢 を 追 跡 す る ス テ ッ プ を 実 行 し 、
当 該 患 者 の 姿 勢 を 追 跡 す る ス テ ッ プ は 、 前 記 骨 盤 の 基 準 フ レ ー ム を 作 り 出 す ス テ ッ プ に お
い て 、 前 記 基 準 フ レ ー ム を 正 し い 方 向 に 置 く た め 、 前 記 オ ペ レ ー タ ー に よ り 選 択 的 に 用 い
ら れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ２ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 骨 盤 の 基 準 フ レ ー ム を 作 り 出 す ス テ ッ プ に お い
て 登 録 さ れ た 前 記 点 は 、 前 腸 骨 (anterior iliac crest)上 の 点 と 、 恥 骨 結 節 (pubis tuber
cle)上 の 点 を 含 み 、 当 該 点 は 、 前 記 基 準 フ レ ー ム の 前 額 面 内 に 存 し 、 側 面 は 、 前 記 前 額 面
に 対 し て 垂 直 で あ る と と も に 、 前 記 前 腸 骨 上 に 前 記 点 を 有 し 、 矢 状 面 は 、 前 記 前 額 面 お よ
び 前 記 側 面 に 対 し て 垂 直 で あ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。 　
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ２ に か か る 方 法 に お い て 、 さ ら に 、 前 記 基 準 フ レ ー ム に 対 す る 前 記 臼 蓋 窩 の 前
傾 お よ び 傾 斜 の 少 な く と も 一 つ を 演 算 す る ス テ ッ プ を 備 え た こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ２ か ら 請 求 項 １ ７ の い ず れ か に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 方 法 は 、 解 剖 学 上 の
骨 モ デ ル 上 、 あ る い は 、 死 体 (cadaver)上 で 実 行 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 に お い て 、 骨 の 脊 髄 管 軸 (intrameduallary canal axis)を デ ジ タ
ル 化 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 骨 の 脊 髄 管 を 露 出 さ せ る た め 、 骨 の 切 断 を 実 行 す る ス テ ッ プ 、
　 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 器 具 で あ っ て 、 当 該 器 具 は 、 前 記 脊 髄 管 の 表
面 に 対 し て 所 定 の 方 向 で 位 置 さ せ る こ と が で き る 自 身 の 先 端 を 有 す る も の 、 な ら び に 、 前
記 骨 上 に 基 準 フ レ ー ム を 提 供 す る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 前 記 器 具 の 前 記 先 端 を 一 定 の 深 さ で 前 記 脊 髄 管 に 挿 入 し 、 前 記 所 定 の 方 で 位 置 す る 前 記
先 端 を 有 す る 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 に 応 じ て 、 前 記 一 定 の 深 さ の そ れ ぞ れ に つ い て 前 記 脊
髄 管 の 基 準 点 を 演 算 す る こ と に よ っ て 、 前 記 脊 髄 管 に お け る 基 準 点 を 演 算 し 、 関 連 づ け る
こ と で 前 記 基 準 フ レ ー ム に 対 す る 前 記 脊 髄 管 の 前 記 軸 を 得 る ス テ ッ プ 、 を 備 え た こ と 、
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　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ９ に か か る 方 法 に お い て 、 前 記 方 法 は 、 解 剖 学 上 の 骨 モ デ ル 上 、 あ る い は 、 死
体 (cadaver)上 で 実 行 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 に お い て 、 位 置 追 跡 シ ス テ ム を 用 い て 露 出 し た 骨 の 脊 髄 管 の 軸 を
得 る 装 置 で あ っ て 、
　 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 追 跡 装 置 、
　 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 す る よ う 前 記 追 跡 装 置 に 固 定 さ れ る ス テ ム 部 で あ っ て 、 当 該 ス テ
ム 部 は 、 前 記 骨 に お け る 開 口 を 通 じ て 前 記 骨 の 脊 髄 管 内 に 挿 入 可 能 な 先 端 を 有 し 、 自 身 の
後 端 (following end)に よ り 操 作 さ れ る よ う 構 成 さ れ る も の 、 お よ び
　 前 記 ス テ ム 部 の 前 記 先 端 に お け る チ ッ プ 部 で あ っ て 、 当 該 チ ッ プ 部 は 、 前 記 脊 髄 管 内 で
前 記 ス テ ム 部 を 中 央 に 位 置 さ せ る よ う 前 記 ス テ ム 部 か ら 半 径 方 向 に 旋 回 さ せ る た め 、 前 記
ス テ ム 部 の 前 記 後 端 か ら 作 動 可 能 な ２ の フ ィ ン ガ ー を 有 し 、 前 記 脊 髄 管 に 対 す る 基 準 点 が
、 前 記 追 跡 装 置 の 前 記 位 置 お よ び 方 向 に 応 じ て 、 演 算 可 能 と な り 、 当 該 基 準 点 は 、 前 記 脊
髄 管 の 軸 の 定 義 に 関 連 す る も の 、 を 備 え た こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 ２ １ に か か る 装 置 に お い て 、 前 記 フ ィ ン ガ ー は 、 互 い に 旋 回 可 能 に 設 け ら れ る こ
と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 請 求 項 ２ １ に か か る 装 置 に お い て 、 前 記 フ ィ ン ガ ー は 、 前 記 脊 髄 管 へ の 前 記 ス テ ム 部 の
挿 入 を 促 進 す る よ う 、 半 径 方 向 に 復 帰 す る よ う に 付 勢 さ れ る (biased)こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 請 求 項 ２ １ に か か る 装 置 に お い て 、 さ ら に 、 前 記 ス テ ム 部 に ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら
れ た 裾 広 が り の ア ダ プ タ ー (flared adapter)で あ っ て 、 当 該 裾 広 が り ア ダ プ タ ー は 、 前 記
脊 髄 管 の 前 記 開 口 に お い て 当 該 脊 髄 管 の 表 面 と 係 合 し 、 前 記 ス テ ム 部 を 当 該 脊 髄 管 内 の 中
央 に 位 置 さ せ る た め 、 前 記 ス テ ム 部 の 前 記 後 端 に 向 か っ て 広 が っ て い る も の 、 を 備 え る こ
と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 請 求 項 ２ １ に か か る 装 置 に お い て 、 前 記 ス テ ム 部 は 、 前 記 脊 髄 管 へ の 当 該 ス テ ム 部 の 挿
入 の 深 さ を 表 示 す る た め 、 そ の 表 面 上 に 目 盛 り が 付 け ら れ て い る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 大 腿 骨 に 対 す る 脚 の 長 さ お よ び 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 方 向 に 応 じ 、 人 工 股 関 節 イ ン プ ラ
ン ト の 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト を 大 腿 骨 へ 挿 入 す る こ と に つ い て 、 オ ペ レ ー タ ー を 導 く コ ン ピ
ュ ー タ 支 援 手 術 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 大 腿 骨 上 に 位 置 決 め さ れ 、 空 間 に お い て 、 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 基 準 器 具 、
　 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 が 追 跡 可 能 で あ り 、 表 面 情 報 を 登 録 す る た め 、 前 記 オ ペ レ
ー タ ー に よ り 操 作 さ れ る 登 録 器 具 、
　 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 骨 変 更 器 具 、
　 い ず れ か の 前 記 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 す る セ ン サ 装 置 、
　 前 記 セ ン サ 装 置 に 接 続 さ れ る コ ン ト ロ ー ラ ー で あ っ て 、 当 該 コ ン ト ロ ー ラ ー は 、
　 　  i)　 前 記 セ ン サ 装 置 に よ り 提 供 さ れ た 前 記 登 録 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 に 応 じ て 、 前
記 登 録 器 具 に よ り 提 供 さ れ た 少 な く と も 一 の 演 算 し た 表 面 情 報 に よ っ て 、 前 記 大 腿 骨 の 基
準 フ レ ー ム を 登 録 し 、 前 記 大 腿 骨 の モ デ ル を デ ー タ ベ ー ス に 取 り 込 み 、
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　 　 ii)　 足 の 長 さ に 応 じ て 、 前 記 基 準 フ レ ー ム に 対 す る 所 望 の イ ン プ ラ ン ト 位 置 を 演 算
し 、 お よ び
　 　 iii)　 前 記 セ ン サ 装 置 に よ り 与 え ら れ る 前 記 骨 変 更 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 、 な ら び に
、 前 記 デ ー タ ベ ー ス に よ り 提 供 さ れ る 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の デ ジ タ ル モ デ ル の 位 置 お よ び
方 向 に 応 じ て 、 前 記 骨 変 更 器 具 を 用 い て 前 記 大 腿 骨 に お い て 実 行 さ れ る 変 更 に 対 す る 所 望
イ ン プ ラ ン ト の 位 置 と の 関 係 で 現 在 の イ ン プ ラ ン ト 位 置 お よ び 方 向 を 演 算 す る も の 、 を 備
え 、 さ ら に 、
　 前 記 デ ー タ ベ ー ス は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ー の 動 作 に 関 す る 情 報 を 記 憶 し 、 取 り 込 む た め
、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ー に 接 続 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 請 求 項 ２ ６ に か か る コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 現 在 の イ ン プ ラ ン ト
の 位 置 お よ び 方 向 は 、 前 記 基 準 フ レ ー ム に 応 じ て 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 内 反 ／ 外 反
角 度 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 前 傾 、 お よ び 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の オ フ セ ッ ト の
少 な く と も 一 つ と し て 提 供 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 請 求 項 ２ ６ に か か る コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 ス テ ッ プ iii)は 、 寛
骨 臼 の 回 転 中 心 の 変 更 に よ り 生 じ る 前 記 所 望 の イ ン プ ラ ン ト 位 置 の 変 更 に 続 い て 、 前 記 コ
ン ト ロ ー ラ ー に よ り 繰 り 返 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 請 求 項 ２ ６ に か か る コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ー は 、
さ ら に 、 iv)前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 の 追 跡 結 果 に 応 じ て 、 前 記 大 腿 骨
イ ン プ ラ ン ト の 位 置 お よ び 方 向 を 演 算 す る 、 動 作 を 実 行 す る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 請 求 項 ２ ６ に か か る コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 大 腿 骨 の 前 記 基 準 フ
レ ー ム は 、 前 記 大 腿 骨 頭 の 回 転 中 心 を 含 み 、 前 記 表 面 情 報 は 、 前 記 大 腿 骨 頭 の 表 面 で あ り
、 前 記 大 腿 骨 頭 の 回 転 中 心 は 、 前 記 大 腿 骨 頭 の 前 記 表 面 情 報 に 応 じ て 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ
ー に よ っ て 演 算 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 請 求 項 ２ ６ に か か る コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 大 腿 骨 の 前 記 基 準 フ
レ ー ム は 、 前 記 大 腿 骨 頭 の 回 転 中 心 を 含 み 、 前 記 表 面 情 報 は 、 対 応 す る 臼 蓋 窩 の 表 面 を 含
み 、 前 記 大 腿 骨 頭 の 前 記 回 転 中 心 は 、 前 記 大 腿 骨 お よ び 前 記 骨 盤 間 の 相 対 位 置 お よ び 方 向
に 応 じ て 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ー に よ り 演 算 さ れ 、 前 記 臼 蓋 窩 の 前 記 回 転 中 心 は 、 前 記 大 腿
骨 頭 の 前 記 回 転 中 心 と 同 じ で あ る と 仮 定 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 請 求 項 ３ ０ お よ び 請 求 項 ３ １ の い ず れ か に か か る コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 シ ス テ ム に お い
て 、 前 記 基 準 フ レ ー ム は 、 さ ら に 、 大 腿 骨 の 矢 状 面 、 前 額 面 お よ び 側 面 を 含 み 、 前 記 表 面
情 報 は 、 さ ら に 、 前 記 大 腿 骨 の 解 剖 学 上 の 軸 、 上 顆 の 中 間 点 お よ び 踝 の 中 間 点 を 含 み 、 前
記 矢 状 面 は 、 前 記 解 剖 学 上 の 軸 お よ び 前 記 踝 の 中 間 点 を 含 む も の と し て 前 記 コ ン ト ロ ー ラ
ー に よ り 登 録 さ れ 、 前 記 前 額 点 は 、 前 記 解 剖 学 上 の 軸 を 含 み 、 前 記 矢 状 面 と 垂 直 な も の と
し て 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ー に よ り 登 録 さ れ 、 前 記 側 面 は 、 前 記 矢 状 面 お よ び 前 記 前 額 面 と 垂
直 な も の と し て 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ー に よ り 登 録 さ れ る 、 こ と
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 請 求 項 ２ ７ に か か る コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 内 反 ／ 外 反 角 度 は 、
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前 記 基 準 フ レ ー ム に 対 し 、 前 記 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト と 前 記 大 腿 骨 の 脊 髄 管 と の 間 で 演 算 さ
れ 、 前 記 脊 髄 管 は 、 当 該 脊 髄 管 に お け る 基 準 点 を 関 連 づ け る こ と に よ っ て 登 録 さ れ る こ と
、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ ー 用 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 で あ っ て 、 コ ン ピ ュ ー タ 可 読 の メ モ リ 内
に 記 憶 さ れ 、 請 求 項 ２ ６ か ら 請 求 項 ３ ３ で 定 義 さ れ た い ず れ か の 方 法 を 実 行 す る コ ー ド 手
段 、 を 備 え た こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 骨 盤 に 対 す る 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 方 向 に 応 じ 、 人 工 股 関 節 イ ン プ ラ ン ト の 前 記 骨 盤 イ ン
プ ラ ン ト を 臼 蓋 窩 へ 挿 入 す る こ と に つ い て 、 オ ペ レ ー タ ー を 導 く コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 シ
ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 骨 盤 に 固 定 さ れ 、 空 間 に お い て 、 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 基 準 器 具 、
　 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 が 追 跡 可 能 で あ り 、 表 面 情 報 を 登 録 す る た め 、 前 記 オ ペ レ
ー タ ー に よ り 操 作 さ れ る 登 録 器 具 、
　 空 間 に お い て 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 可 能 な 骨 変 更 器 具 、
　 い ず れ か の 前 記 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 を 追 跡 す る セ ン サ 装 置 、
　 前 記 セ ン サ 装 置 に 接 続 さ れ る コ ン ト ロ ー ラ ー で あ っ て 、 当 該 コ ン ト ロ ー ラ ー は 、
　 　 i)　 前 記 セ ン サ 装 置 に よ り 提 供 さ れ た 前 記 登 録 器 具 の 位 置 及 び 方 向 に 応 じ て 前 記 登 録
器 具 に よ っ て 提 供 さ れ た 表 面 情 報 を 演 算 す る こ と に よ り 、 前 記 基 準 器 具 に 対 す る 前 記 骨 盤
の 基 準 フ レ ー ム を 登 録 し 、
　 　 ii)　 前 記 セ ン サ 装 置 に よ り 提 供 さ れ た 前 記 登 録 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 に 応 じ 、 前 記
登 録 器 具 に よ り 提 供 さ れ た 表 面 情 報 を 演 算 す る こ と に よ り 、 前 記 基 準 フ レ ー ム に 対 す る 前
記 骨 盤 の 露 出 し た 臼 蓋 窩 表 面 の デ ジ タ ル モ デ ル を 登 録 し 、
　 　 iii)　 前 記 デ ジ タ ル モ デ ル に 応 じ て 、 前 記 臼 蓋 窩 の 当 初 の 回 転 中 心 を 演 算 し 、 お よ び
　 　 iv) 前 記 セ ン サ 装 置 に よ り 与 え ら れ る 前 記 骨 変 更 器 具 の 位 置 お よ び 方 向 、 な ら び に 、
前 記 デ ー タ ベ ー ス に よ り 提 供 さ れ る 前 記 臼 蓋 窩 イ ン プ ラ ン ト の デ ジ タ ル モ デ ル の 位 置 お よ
び 方 向 に 応 じ て 、 前 記 骨 変 更 器 具 を 用 い て 前 記 臼 蓋 窩 に お い て 実 行 さ れ た 変 更 に 対 す る 、
前 記 臼 蓋 窩 の 当 初 の 回 転 中 心 お よ び 前 記 基 準 フ レ ー ム と の 関 係 か ら 現 在 の イ ン プ ラ ン ト の
位 置 お よ び 方 向 を 演 算 す る も の 、 を 備 え 、 さ ら に 、
　 前 記 デ ー タ ベ ー ス は 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ー の 動 作 に 関 す る 情 報 を 記 憶 し 、 取 り 込 む た め
、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ー に 接 続 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 請 求 項 ３ ５ に か か る コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 現 在 の イ ン プ ラ ン ト
位 置 お よ び 方 向 は 、 少 な く と も 、 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 前 傾 お よ び 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン
ト の 傾 斜 の い ず れ か と し て 提 供 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 請 求 項 ３ ５ に か か る コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ー は 、
さ ら に 、 v)　 前 記 骨 盤 イ ン プ ラ ン ト の 位 置 及 び 方 向 に つ い て の 追 跡 結 果 に 応 じ て 、 前 記 骨
盤 イ ン プ ラ ン ト の 位 置 及 び 方 向 を 演 算 す る ス テ ッ プ 、 を 実 行 す る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 請 求 項 ３ ５ に か か る コ ン ピ ュ ー タ 支 援 手 術 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ー に よ
り 前 記 骨 盤 の 基 準 フ レ ー ム を 登 録 す る ス テ ッ プ に お い て 演 算 さ れ た 前 記 表 面 情 報 は 、 各 前
腸 骨 上 の 点 と 、 恥 骨 結 節 上 の 点 を 含 み 、 前 額 面 は 、 前 記 点 を 含 む も の と し て 前 記 コ ン ト ロ
ー ラ ー に よ り 登 録 さ れ 、 側 面 は 、 前 記 前 額 面 に 対 し て 垂 直 で 、 前 腸 骨 上 の 点 を 含 む も の と
し 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ー に よ り 登 録 さ れ 、 矢 状 面 は 、 前 記 額 面 お よ び 前 記 側 面 と 垂 直 な も の
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と し て 前 記 コ ン ト ロ ー ラ ー に よ り 記 憶 さ れ る こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ ー 用 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム 製 品 で あ っ て 、 コ ン ピ ュ ー タ 可 読 の メ モ リ 内
に 記 憶 さ れ 、 請 求 項 ３ ５ か ら 請 求 項 ３ ８ で 定 義 さ れ た い ず れ か の 方 法 を 実 行 す る コ ー ド 手
段 、 を 備 え た こ と 、
　 を 特 徴 と す る も の 。
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【要約の続き】
トローラーに接続される。かかるコンピュータ支援システムは、骨盤に対する骨盤インプラントの方向に応じて、骨
盤インプラントを挿入することについて、オペレーターを導くために用いてもよい。
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